
平成 30 年 11 月８日 
産 業 経 済 局 

指定管理者候補の選定結果について（一覧） 

No. 施設名 指定管理者候補 指定期間 担当課 頁 

１ 北九州市立商

工貿易会館 

北九州商工会議所 ５年 平成３１年４月１日～ 

平成３６年３月３１日 

産業政策課 １ 

２ 北九州市小倉

城 

小倉城庭園 

北九州まちづくり

マネジメントチー

ム共同事業体 

３年 平成３１年４月１日～ 

平成３４年３月３１日 

観光課 13 

３ 北九州国際展

示場 

北九州国際会

議場 

公益財団法人北九

州観光コンベンシ

ョン協会 

５年 平成３１年４月１日～ 

平成３６年３月３１日 

МＩＣＥ推

進課 

37 

４ 釣り台付き遊

歩道 

ひびき灘漁業協同

組合 

５年 平成３１年４月１日～ 

平成３６年３月３１日 

水産課 115 

資料２ 



平成３０年１１月８日

産業経済局産業政策課

指定管理者候補の選定結果について 

下記のとおり、指定管理者の「候補」が選定されました。指定管理者の指定につい

ては、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要があり、

平成３０年１２月議会の議決を経た後に正式に指定することとなります。 

１ 指定概要 

（１）施設概要 

  名 称：北九州市立商工貿易会館 

    所在地：小倉北区古船場町１番３５号 

    施設概要：１階･･･エントランスホール、事務室、管理室、警備員室

         ２階･･･多目的ホール

         ３～７階･･･事務室、会議室（５室、３・５・６・７階）

事業内容：商工業及び貿易に関する相談、情報提供等の事業を行うとともに、

中小企業団体及び貿易関係団体に対し、相互の連携を図る場を提供

することにより、商工業及び貿易の振興を図る。

（２）指定期間 

    平成３１年４月１日～平成３６年３月３１日 

（３）指定管理者候補の概要 

    名 称：北九州商工会議所 

    所在地：北九州市小倉北区紺屋町１３－１ 

    主な業務内容：商工会議所法に基づいて設立された地域総合経済団体として 、

市内事業者の支援だけでなく、市の活性化や住みやすい街づく

りなど市全体の発展のため、行政や会員企業、各種団体と協力

して各種事業を展開 

①意見･要望活動    ②観光振興   ③中小企業の経  

営力強化支援  ④中心市街地の活性化と地域商店街の振興   

⑤新成長産業の支援 

２ 指定の経緯 

平成３０年８月２１日  募集要項配布 

平成３０年９月２８日  募集締め切り 

平成３０年１０月２２日 指定管理者検討会の開催 
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平成３０年１１月    指定管理者候補を決定 

（１）応募資格 

①法人、その他の団体であること。（個人による応募は不可）

②本社、本店又は主たる営業所、事務所等を、事故など緊急な対処を要する事

態が発生した場合に迅速に対応できる場所に有するもの。

③募集説明会に参加していること。（共同事業体で応募する際は、代表団体が募

集説明会に参加していること。）

（２）応募状況 

    説明会参加：１団体 

    応募件数 ：１団体（北九州商工会議所） 

３ 選定方法 

指定管理者の選定に当たっては、学識経験者や専門家等による指定管理者検討

会を開催し、応募者から提出された事業計画書等について検討しました。市は、

検討会の検討結果を参考に指定管理者候補を決定しました。 

４ 検討会構成員 

・ ［学識経験者］阿部 容子 

（北九州市立大学外国語学部国際関係学科、准教授） 

・ ［学識経験者］中島 香子 

（中島香子税理士事務所、税理士） 

・ ［学識経験者］福地 秀寿 

        （株式会社日本政策金融公庫北九州支店、 

支店長兼中小企業事業統轄） 

・ ［入居団体代表］渡邉 真緒里 

         （福岡県信用保証協会北九州支店保証１課、課長） 

・ ［入居団体代表］橋上 浩通 

         （公益財団法人北九州活性化協議会、事務局長） 
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５ 選定基準等 

選定基準（＝審査項目）及びポイント

１ 指定管理者としての適性

（１）施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針

① 市の当該分野における基本的な政策や計画、あるいは施設の設置目的や性格等を十分に理解

した上で、それらに適合した管理運営（指定管理業務）に対する理念や基本方針を持っている

か。

（２）安定的な人的基盤や財政基盤 

① 長期間安定的な管理運営（指定管理業務）を行っていくだけの人的基盤や財政基盤等を有し

ており、又は確保できる見込みがあるか。

（３）実績や経験など 

① 同様、類似の業務の実績を有しており、成果を上げているか。

② 施設の管理運営（指定管理業務）に関する専門的知識や資格、経験を十分に有しており、熱

意や意欲を持っているか。

③ 複数の団体が共同して一つの応募団体となっている場合、それぞれの責任分担等が明確にな

っているか。

２ 管理運営計画の適確性

【有効性】 

 （１）施設の設置目的の達成に向けた取組み 

① 施設の管理運営（指定管理業務）に係る事業計画の内容が、施設の効用を最大限に発揮し、

施設の設置目的に沿った成果が得られるものであるか。

② 施設の利用者の増加や利便性を高めるための実施可能な提案があるか。

③ 施設の設置目的に応じた営業・広報活動に関する効果的な提案があるか。

（２）利用者の満足度

① 利用者の満足が得られるよう十分に考えられているか。

② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる仕組みを構築しているか。

③ 利用者からの苦情に対する対策が十分に考えられているか。 

④ 利用者への情報提供が図られるよう十分に考えられているか。 

⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な提案がなされているか。 

【効率性】

（３）指定管理業務に係る費用

① 指定管理業務に係る費用（指定管理料）が最小限に抑えられているか。

② 収入が最大限確保される提案であるか。 

（４）収支計画の妥当性及び実現可能性

① 収入を増加するための実施可能な提案があるか。

② 経費の配分は適切であるか。

③ 積算根拠は明確であるか。 

④ 再委託が適切な水準で行われているか。 

【適正性】

（５）管理運営体制など

 ① 施設の管理責任者、管理体制が明確に示されているか。 

 ② 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であるか。 
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 ③ 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員が必要な資格、経験などを有しているか。

 ④ 職員の資質・能力向上を図るよう考えられているか。 

 ⑤ 地域の住民や関係団体等との連携や協働による事業展開が図られるものであるか。 

（６）平等利用、安全対策、危機管理体制など

 ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が十分に考えられているか。 

 ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮されているか。 

 ③ 日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の対応などが十分に考えられているか。 

 ④ 防犯、防災対策や非常災害時の危機管理体制などが十分考えられているか。 

【評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率 評価レベルの考え方 

５ １００％ 
特に優れている（市の要求水準を大幅に上回っている、高度な能力を有

している） 

４ ８０％ 優れている（市の要求水準を上回っている、十分な能力を有している） 

３ ６０％ 普通（市の要求水準を満たしている、一応の能力を有している） 

２ ４０％ 多少不十分である（市の要求水準を下回っている、多少能力が乏しい） 

１ ２０％ 不十分である（市の要求水準を大幅に下回っている、能力が乏しい） 

０ ０％ 劣っている（能力がほとんどなく、任せることに不安がある） 
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６ 審査結果 

（１）評価レベル及び得点 

団体名 
選定基準（＝審査項目） 

及びポイント 
配点 

評価レベル 

得点 構成員 検討会 

審査結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

北九州

商工 

会議所

１ 指定管理者としての適性

(1) 施設の管理運営に対する

理念、基本方針 
5 5 4 3 4 5 4 4 

(2) 安定的な人的基盤や財政

基盤 
5 5 5 4 4 5 5 5 

(3) 実績や経験など 5 5 5 4 4 5 5 5 
２ 管理運営計画の適確性

【有効性】 

(1) 施設の設置目的の達成

に向けた取組み 
15 3 4 3 3 3 3 9 

(2) 利用者の満足度 10 4 4 3 3 4 4 8 
【効率性】

(3) 指定管理業務に係る費

用 
30 3 3 3 4 4 3 18 

(4) 収支計画の妥当性及び

実現可能性 
10 4 4 3 4 5 4 8 

【適正性】

(5) 管理運営体制など 10 3 3 3 4 5 4 8 
(6) 平等利用、安全対策、危

機管理体制など 
10 4 5 3 3 4 4 8 

合  計 100 72 76 62 73 84 ― 73 
優秀指定管理者に対する優遇措置（0点） 0 
地元団体に対する優遇措置（5点） 78 

（２）検討会における主な意見 

・北九州商工会議所は公益性の高い経済団体であることから、その業務内容は、 

会館の運営目的とも合致しており、指定管理者としての適性は十分である。 

  ・また、長年の実績と現指定管理者の経験は十分に考慮に値するものであり、安 

心して管理を任せられる団体である。 

・ホームページの工夫等による効果的な情報発信や、会議所独自のネットワーク 

を活用した新たな利用促進企画の立案等、ソフト面の強化を期待したい。 

（３）検討会における検討結果 

  ・会議所の経済団体としての公的性格と、会館の管理に関する長年の実績から、 

   指定管理者として適しているという意見で一致した。 

  ・これまでの管理の実績と団体の特徴を活かしながら、IT 等を活用した情報発信 

の工夫や、会館の利用促進につながる新たな企画立案等を期待したいとの意見を 

得た。 
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７ 選定結果 

市は、検討会の検討結果を参考に、北九州商工会議所を指定管理者候補に選定し

ました。 

（１）選定された団体の主な提案内容 

別紙「提案概要」のとおり 

（２）市における主な選定理由 

・現在の指定管理者として実績があり、また更に当施設について通算 29 年間管 

理を受託しており、実績と経験は十分である。 

・安定した財政基盤をもち、施設の適切な管理に必要な有資格者や経験者を確 

保している。 

・現在の指定管理期間において、会議室等の利用件数は増加傾向にある。会議 

所独自の媒体やネットワークを活用した広報・誘致活動や、無料 Wi-Fi の設置 

などの環境整備、丁寧な窓口対応等により利用促進に一定の成果をあげており、 

今後も安定的な稼働を見込むことができる。 

８ 提案額 

平成３１年度 ７１，７６０千円

平成３２年度 ７１，７６０千円

平成３３年度 ７１，７６０千円

平成３４年度 ７１，７６０千円

平成３５年度 ７１，７６０千円
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北九州市立商工貿易会館指定管理者選定に関する提案概要 

審査項目 （指定管理者候補団体） 北九州商工会議所 

１  

指定管理者とし

ての適性につい

て 

（１）施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針 
①公益法人としての立場に立脚し、公平な管理を行い、サービス向上に努
めること。 

②来館者が安心・安全に利用できる管理体制(警備・設備・清掃)を整える
こと。 

③市内の企業・団体・市民に利用促進を働きかけ、貸室・ホールの稼働率
を向上すること。 

④徹底した経費の削減を図り貴市の財政に寄与すること。 

（２）安定的な人的基盤や財政基盤 
＜安定的な人的基盤＞ 

商工貿易会館には３名の職員を配置しており、必要に応じて商工会議所
のバックアップ体制が常に整っている。 
＜安定した財政基盤＞ 

会議所の主な収入は、市内会員企業から徴収する会費と各種手数料によ
る事業収入及び国・県・市等からの委託金・補助金によって運営されてい
る。当所の財政は常に黒字で推移し、正味財産についても平成 28 年度の
11 億 7,370 万円から、平成 29 年度末においては 12 億 544 万円へと順調に
推移している。 

（３）実績や経験など 
当所は本所のある毎日西部会館(毎日新聞社との共同ビル)を会館竣工以

来 53 年間に亘って所有するホールや会議室を管理運営、また、北九州市立
商工貿易会館の管理運営業務については、通算 29 年間に亘って受託し、施
設の管理運営を熟知している。 

２

管
理
運
営
計
画
の
適
確
性

【有効性】

に関する 

取組み

（１）施設の設置目的の達成に向けた取り組み 
①商工貿易会館の入居団体及び他団体との有機的連携を図る。 
②会議所の広報媒体を活用して広く市内の企業・団体に利用促進を働きか
けする。 

（２）利用者の満足度 
・テナントへのアンケート調査 
・会館利用者へのアンケート調査 
・テナントへの情報提供 
・会議室利用者への施設の説明 
・会議所の職員研修によるマナー向上 
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【効率性】

に関する 

取組み 

（１）指定管理料及び収入 

① 施設の維持管理業務 

(清掃業務、警備業務、設備等保守点検業務、衛生環境業務の実施) 

② 施設の利用促進に関する業務 

(貸会議室利用に関する業務、事務室使用料徴収業務) 

③ 施設のその他管理運営に関する業務 
(事業計画書、収支計画書、業務報告書等の作成) 

（２）収支計画の妥当性及び実現可能性 
  ① 水道光熱費の節約 

② 委託契約に関する経費の見直し 
③ 事務用品、印刷費等の工夫 
④ 自主事業(自動販売機手数料の有効活用) 
⑤ 会議所の電子決裁システムを活用 

提案金額 
平成３１年 ７１，７６０千円 
平成３２年 ７１，７６０千円 
平成３３年 ７１，７６０千円 
平成３４年 ７１，７６０千円 
平成３５年 ７１，７６０千円 

【適正性】

に関する 

取組み 

（１）管理運営体制など 

 ① 商工会議所の定款および諸規則に沿って業務を遂行する。 

② 商工貿易会館管理特別会計を設け、商工会議所の最高意思決定機関で 

ある議員総会の承認により（予算・決算）、経理処理をする。 

③ 総務企画部に会館担当係を設け、会議所の１組織として位置づけ、  

適切な管理運営を行なう。 

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

  ① 商工会議所の基本理念の「商工業の改善発達に資する」という目的と公

益法人であるという考えに沿って、公平な管理運営を目指す。 

② 個人情報の保護や守秘義務を遵守し、防犯・防災対策等にも積極的に取

り組み、館内の備品等も厳重な管理を行なう。 

③ 「地方自治法」、「労働基準法」、「労働安全衛生法」、「北九州市産業観

光施設の設置及び管理に関する条例」、「商工貿易会館管理要綱」その他

関係法令等を遵守し、会館運営を行なう。 
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北九州市立商工貿易会館 指定管理者検討会 会議録

１ 開催日時   平成３０年１０月２２日（月） 14：00～15：00 

２ 場  所   北九州市立商工貿易会館 ７０１会議室

３ 出 席 者   （検討会構成員） 阿部構成員、中島構成員、福地構成員、

渡邉構成員、橋上構成員

         （事務局） 産業経済局

岩見新成長戦略推進部長、井村生産性改革担当係長

               中村職員

４ 会議内容

○ 検討会開催前に、応募団体から提出された提案書等を配布、検討会の位置付け及

び選定基準、採点等の注意事項について、事務局より説明をし、指定管理者候補

検討シートに評価を依頼

○ 当日の配布資料・議事次第等について、事務局より説明

○ 構成員の互選により、座長を選出（阿部構成員）

○ 応募団体(北九州商工会議所)が提案内容についてプレゼンテーション実施後、質

疑応答

（構成員 ）２つ質問があり、１つは収支計画書の支出の見積もりを見たところ、い

わゆる一般管理費の利益分がこの中に入っていないように思うがどうな

のか。もう１つ、施設の設置目的の達成に向けた取組みの管理運営方針

について、事業計画について商工会議所そのものの計画の内容になって

いて、今回の商工貿易会館に対しての取組についての内容がやや薄いよ

うに思う。 

（応募団体）最初の質問は、商工会議所の考えとして、委託金は全て管理運営に充て

る。利益は追求していない。 

（応募団体）２つ目の質問について、施設の管理運営方針については、ご指摘のとお

り商工会議所の事業計画がベースとなっているところはある。ただ、こ

の会館に特化した経費の削減策であるとか、人員体制であるとかという

のを盛り込んでいる。 

（構成員 ）利用者の満足度向上の取組みということで、利用者からの苦情はあった

のか。あった場合には、どういった対策を打たれたか教えてほしい。 

（応募団体）空調の温度調整が各部屋でできないという苦情が一番多い。これは構造
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的な問題で、各階ごとしか調整できない。部屋ごとに温度を調整できない

のかというのが一番多い。それはもう理解していただくしかないと思って

いる。 

（構成員 ）ハード面の問題ということか。 

（応募団体）はい。 

（構成員 ）それ以外に、貸会議室を実際に使っている利用者からは、特段苦情はな

かったということか。 

（応募団体）特にない。 

（構成員 ）貸会議室の話が続いていたと思うが、大きなイベントができる所でもあ

るし、テナント間の連携とか、地域との連携とか、学校・大学等、ある

いは中小企業の民間とか、いろいろな横断的な取組ができる場所と思う。

それぞれ単独の団体では、イメージできない使い方というのを、商工会

議所のネットワーク、ノウハウを活用することによって、ニーズという

ものを掘り起こせるのではないかと感じる。やはり、必要に応じて本所

のバックアップ体制が整っているメリットを発揮していただきたいと思

うが、提案書では、利用促進策についてこれまでと同じような感じを受

けたので、何か提案・検討しているようなこととかはあるか。 

（応募団体）特に今のところ新たな企画は考えていないが、例えば、会議室について

は、商工会議所の事業でも活用するようにしている。また、毎日西部会館

の予約が一杯の時は、本所から商工貿易会館を紹介するようにしている。 

（構成員 ）利用促進の側面からいうと、ホームページが、商工貿易会館に関しては、

かなり貧弱のような気がする。例えば、予約ができないとか、空きや部

屋自体の詳細な情報が分からないとか。 

（応募団体）空き状況は見られるが。 

（構成員 ）リアルタイムでは分からない。要するに、ホームページの活用について

は検討されているのか。 

（応募団体）ホームページの使い方は、今後、考えていきたい。商工会議所本体もあ

るので、うまく連携して、少しでもが利用促進につながるようなホーム

ページ作りを目指したい。また、商工会議所のイベントや、ほかの地域

団体のイベントについて、商工貿易会館を利用いただくよう、提案は積
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極的にやっていきたいと考えている。 

（質疑応答終了。応募団体退室） 

○ 提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて、各自得点を記入。その後、発表され

た得点や当日の質疑応答等の内容を踏まえて意見交換 

（構成員 ）商工貿易会館に入居しているが、朝はとても丁寧に掃除をしてくれてい

て、挨拶もとても丁寧にしていただいている。管理のスタッフについて、

指導が行き届いているからではないかなと思い、その辺については非常

に高く評価している。ただ、なにせ築 30 年以上と老朽化している。トイ

レや空調といった設備の問題はしょうがないのかなと思っていて、管理

の在り方自体には、ある程度、高得点の評価をしている。 

（構成員 ）経費の削減というと、大体光熱費を挙げられているがエアコンとかの空

調とかを節減する方向での経費の削減があっているのかなと。光熱費を

下げるとなると、やはり使っている方はちょっと不便になるのでは。 

（構成員 ）実際には、暑い中、突然空調が止まるというようなトラブルはない。 

（構成員 ）トイレの故障等、すぐに直してくれるとか、テナントへの対応状況につ

いては評価したが、設備が古いから不具合がある部分は省いて評価した。 

（構成員 ）利用促進については、メルマガやホームページは、かなり目的をもって

みないと目に触れないので、このやり方ではちょっと厳しいのでは。 

（構成員 ）商工会議所のホームページを見ると、イベント・セミナーがたくさん掲

載されていて、北九州市内に他にも貸会議室等がたくさんあることを考

えると、商工貿易会館の稼働率はまだあげられると思う。やはり独自に

工夫がもう一段階必要かなと思う。ここの指定管理者を長くしているの

で、安定感は非常に高いが、その分変化が少ないというか、踏み込んだ

提案がないというところが気になる。その辺を強く意識してほしいと思

う。 

（構成員 ）長いこと管理されているから安定感はあるが、その分管理はルーティン

化してしまうので、積極的に新しい目線で改善を図る姿勢が必要だと思

う。 

（構成員 ）地域団体とか、あるいは大学等、商工会議所が持っているネットワーク

もあると思うので仲介に商工会議所が入ってくれればスムーズに進むよ
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うな企画もあると思う。ぜひ、そういう面でノウハウを発揮していただ

きたいという期待を込めて、頑張ってほしいと思う。 

○ 意見交換を行った後、各構成員の採点結果を取りまとめた。その後、総評、付帯

意見等で意見を求めた後、検討会を終了した。

（構 成 員）全体としては、長年の実績と現在の指定管理者であるという経験という

ものが、十分に考慮に値するものであるということで、これからも安心

して管理団体として任せられる団体であることは間違いない。

ホームページの工夫等 IT 活用による効果的な情報発信や、会議所独自の

ネットワークを活用した新たな利用促進等を期待したい。
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平成３０年１１月８日 

産 業 経 済 局 観 光 課 

指定管理者候補の選定結果について        

下記のとおり、指定管理者の「候補」が選定されました。指定管理者の指定につ

いては、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を経る必要が

あり、平成３０年１２月議会の議決を経た後に正式に指定することとなります。 

１ 指定概要 

（１）施設概要 

①名 称：北九州市小倉城（大手門前施設「しろテラス」を含む） 

所在地：北九州市小倉北区城内２番１号 

構 造：天守閣 鉄筋コンクリート本瓦葺５層 

しろテラス 鉄骨造平屋建 

着見櫓 木造２階建 

    事業内容：歴史的な展示や体験施設、祭りや諸行事を通して、市民や観光客

に健全な憩いの場を提供する。 

②名 称：小倉城庭園 

 所在地：北九州市小倉北区城内１番２号 

 構 造：書院棟・座敷棟 木造平屋建 

展示棟 鉄筋コンクリート平屋建 

庭園ゾーン 

    事業内容：日本の伝統的な文化である、礼法の歴史などの紹介と市民や観光

客に生活文化の体験の場を提供する。 

（２）指定期間 

平成３１年４月１日～平成３４年３月３１日 

（３）指定管理者候補の概要 

 名 称  北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体 

 代表者所在地 北九州市小倉北区魚町２丁目６番１号 

構成員  北九州まちづくり応援団株式会社（代表） 

株式会社朝日広告社 

一般社団法人まちはチームだ 

岡﨑建工株式会社 

ＮＰＯ法人ＮＯＲＴＨ ＮＩＮＥ 
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構成員の所在地と主な業務内容 

①北九州まちづくり応援団株式会社 

所在地：北九州市小倉北区魚町２丁目６番１号 

主な業務：まちづくりに関する事業の企画・運営管理等 

②株式会社朝日広告社 

所在地：北九州市小倉北区大手町１１番３号 

主な業務：メディア公告、イベント等 

③一般社団法人まちはチームだ 

所在地：北九州市小倉北区京町２－２－１９ 

主な業務：多種多様なコンサルティング等

④岡﨑建工株式会社 

所在地：北九州市小倉北区下到津５－９－２２ 

主な業務：建物並びに施設の清掃維持管理、造園・土木工事等

⑤ＮＰＯ法人ＮＯＲＴＨ ＮＩＮＥ 

所在地：北九州市小倉北区宇佐町２－１０－１ 

主な業務：まちづくりに関する事業の企画・運営管理等

２ 指定の経緯 

平成３０年 ８月２８日 募集開始 

平成３０年 ９月１０日 募集説明会の開催 

平成３０年 ９月２８日 募集締め切り 

平成３０年１０月１５日 指定管理者検討会の開催 

平成３０年１１月  指定管理者候補を決定 

（１）応募要件 

①集客型観光施設の管理・運営及び集客、催事（イベント、企画展等）を行

う能力、ノウハウを有する法人、その他の団体。（個人による応募は不可） 

②本社、本店又は主たる営業所、事務所等を、事故など緊急な対処を要する

事態が発生した場合に迅速に対応できる場所に有するもの。 

③募集説明会に参加していること。（共同事業体で応募する際は、代表団体

が募集説明会に参加していること。） 

 ④共同事業体を構成する場合は、競争性を確保した上で、本市経済の振興と

地元団体の育成を図る観点から、可能な限り地元団体を構成員とするよう

努め、最低１団体は地元団体とすること。 

（２）応募状況 

説明会参加 １３団体 

応募件数   ２団体 

Ａ）小倉城下町にぎわいづくり共同事業体 

【構成員】株式会社オリエンタルコンサルタンツ北九州事務所、第一警
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備保障株式会社、株式会社福岡放送、株式会社フーディア 

Ｂ）北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体 

【構成員】北九州まちづくり応援団株式会社、株式会社朝日広告社、一

般社団法人まちはチームだ、岡﨑建工株式会社、NPO 法人 NORTH NINE 

３ 選定方法 

指定管理者の選定にあたっては、学識経験者や専門家等による指定管理者検

討会を開催し、応募者から提出された提案書等について検討しました。 

市は検討会の検討結果を参考に指定管理者候補を決定しました。 

４ 検討会構成員（順不同） 

[学 識 経 験 者]南  博（公立大学法人北九州市立大学地域戦略研究所教授） 

[民 間 企 業]金  成子（株式会社アバンティ取締役北九州支社長） 

[民 間 企 業]松尾 孝治（元小倉城周辺魅力向上計画検討会構成員） 

[財務関係専門家]相浦 圭太（税理士法人ＴＡパートナーズ代表税理士） 

[観光関係専門家]松清 一平（株式会社ホスピタブル代表取締役） 

５ 選定基準 

選定基準 選定のポイント 

１ 指定管理者としての適性（配点１５点） 

(1) 施設の管理運営（指定

管理業務）に対する理念、

基本方針（５点／１５点） 

○市の観光振興策や施設の設置目的や特性等を十分に理解した上で、それら

に適合した管理運営（指定管理業務）に対する理念や基本方針を持ってい

るか。 

(2) 安定的な人的基盤や

財政基盤（５点／１５点） 

○経営状況が良好であり、長期間安定的な管理運営（指定管理業務）を行っ

ていくだけの人的基盤や財政基盤等を有しており、又は確保できる見込み

があるか。 

(3) 実績や経験など 

 （５点／１５点） 

○同様、類似の業務の実績を有しており、成果を上げているか。 

○施設の管理運営（指定管理業務）に関する専門的知識や資格、経験を十分

に有しており、熱意や意欲を持っているか。 

○複数の団体が共同して一つの応募団体となっている場合、それぞれの責任

分担等が明確になっているか。 

２ 管理運営計画の適確性（配点８５点） 

【有効性】（４０点／８５点中）

(1) 施設の設置目的の

達成に向けた取組み 

（３０点／４０点） 

○施設の管理運営（指定管理業務）に係る事業計画の内容が、施設の効用を

最大限に発揮し、施設の設置目的に沿った成果が得られるものであるか。 

○施設の利用者の増加や、利便性を高めるための実施可能な提案があるか。 

○施設間の有機的な連携が図られる提案があるか。 

○施設の設置目的に応じた営業・広報活動に関する効果的な提案があるか。 

○小倉城周辺のにぎわいづくりにつながる具体的なイベントやおもてなし、

体験メニューなどが提案されているか。 

○利用者が施設に特別な親しみを感じ、繰り返し訪問するための具体策が提

案されているか。 

○集客目標は適正な範囲で設定されているか。また、目標達成のために効果

的な具体策が提案されているか。 

○提案事業又は自主事業が施設の設置目的の達成に効果的であるか。 

○市の政策を支援する業務内容の提案が行われているか。 
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(2) 利用者の満足向上 

 （１０点／４０点） 

○利用者の満足が得られるようなサービスの提供や、満足度向上のための具

体的な提案がされているか。 

○利用者の要望や意見を把握し、それらを反映させる仕組みを構築している

か。 

○利用者からの苦情に対する対策が十分に考えられているか。 

○利用者への情報提供が図られるよう十分に考えられているか。 

【効率性】（２５点／８５点中）

(3) 指定管理業務に係

る費用 

 （１５点／２５点） 

○指定管理業務に係る費用が妥当なものであるか。 

○経費を低減するための実施可能な提案があるか。 

○利用料金の設定が適切であるか。 

○施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支計画の内容が合理的かつ妥当

なものであるか。 

○清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託が

行われる場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工

夫されているか。 

(4) 収入の増加に向け

た創意工夫 

 （１０点／２５点） 

○収入を増加するための実施可能な提案があるか。 

○来訪者の増加につながる催事や企画など、収入増が図られるような具体的

な提案がされているか。 

○直接的・間接的な収入の増加につながる提案事業又は自主事業が提案され

ているか。 

【適正性】（２０点／８５点中）

(5) 管理運営体制など 

 （１０点／２０点） 

○施設の管理責任者、管理・運営体制が明確に示されているか。 

○施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であるか。 

○施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員が必要な資格、経験などを

有しているか。 

○職員の資質・能力向上を図るよう考えられているか。 

○地域の住民や関係団体等との連携や協働による事業展開が図られるもの

であるか。 

(6) 平等利用、安全対

策、危機管理体制など 

 （１０点／２０点） 

○施設の利用者の個人情報を保護するための対策が十分に考えられている

か。 

○利用者が平等に利用できるよう配慮されているか。 

○日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の対応などが十分に考えら

れているか。 

○防犯、防災対策や非常災害時の危機管理体制などが十分考えられている

か。 

【評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率 評価レベルの考え方 

５ １００％ 
特に優れている（市の要求水準を大幅に上回っている、高度な能力を有

している） 

４ ８０％ 優れている（市の要求水準を上回っている、十分な能力を有している）

３ ６０％ 普通（市の要求水準を満たしている、一応の能力を有している） 

２ ４０％ 多少不十分である（市の要求水準を下回っている、多少能力が乏しい）

１ ２０％ 不十分である（市の要求水準を大幅に下回っている、能力が乏しい） 

０ ０％ 劣っている（能力がほとんどなく、任せることに不安がある） 
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６ 審査結果 

（１）評価レベル及び得点 

団体名 
選定基準（＝審査項目） 

及びポイント 
配点 

評価レベル 

得点 構成員 検討会 

審査結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

小倉城

下町に

ぎわい

づくり

共同事

業体 

１ 指定管理者としての適性

(1) 施設の管理運営に対する

理念、基本方針 
5 3 3 4 3 3 3 3 

(2) 安定的な人的基盤や財政

基盤 
5 3 4 4 4 4 4 4 

(3) 実績や経験など 5 3 3 4 4 4 4 4 
２ 管理運営計画の適確性

【有効性】 

(1) 施設の設置目的の達成

に向けた取組み 
30 3 3 3 4 3 3 18 

(2) 利用者の満足度 10 3 3 3 3 4 3 6 
【効率性】

(3) 指定管理業務に係る 

費用 
15 3 3 3 3 3 3 9 

(4) 収入増加に向けた創意

工夫 
10 4 2 3 3 3 3 6 

【適正性】

(5) 管理運営体制など 10 3 2 3 3 4 3 6 
(6) 平等利用、安全対策、危

機管理体制など 
10 3 3 4 3 4 3 6 

合  計 100 62 57 65 68 68 ― 62 
地元団体に対する優遇措置（3点） 65 

北九州

まちづ

くりマ

ネジメ

ントチ

ーム共

同事業

体 

１ 指定管理者としての適性

(1) 施設の管理運営に対する

理念、基本方針 
5 4 4 4 3 4 4 4 

(2) 安定的な人的基盤や財政

基盤 
5 3 5 4 3 4 4 4 

(3) 実績や経験など 5 4 5 4 4 5 4 4 
２ 管理運営計画の適確性

【有効性】 

(1) 施設の設置目的の達成

に向けた取組み 
30 4 4 4 3 4 4 24 

(2) 利用者の満足度 10 4 4 4 3 4 4 8 
【効率性】

(3) 指定管理業務に係る 

費用 
15 3 3 3 3 4 3 9 

(4) 収入増加に向けた創意

工夫 
10 3 4 4 3 4 4 8 

【適正性】

(5) 管理運営体制など 10 4 3 3 3 4 3 6 
(6) 平等利用、安全対策、危

機管理体制など 
10 3 3 3 3 4 3 6 

合  計 100 72 75 73 61 81 ― 73 
地元団体に対する優遇措置（5点） 78 
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（２）検討会における主な意見 

・ しろテラスの飲食店運営において、「小倉城下町にぎわいづくり共同事業

体」は、かなりイニシャルコストがかかると思う。「北九州まちづくりマネ

ジメントチーム共同事業体」は、セントラルキッチンを有するテナントを

想定して、コストを抑えている。

・ 「北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」の提案は、実績に基

づくリアル感がある。また、市民が誇れる名所としてシビックプライドの

醸成をコンセプトとしている点に共感を持てる。

・ 「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の提案は意欲的ではあるが、「小

倉城らしさ」、「北九州らしさ」という点が少し物足りない。

・ 「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の方が目玉となる新しいイベン

トを提案している。「北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」は

現行の延長で企画をつくっている。

・ 「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の提案は非常にわくわくする内

容で興味を持ったが、難しさも感じる。「北九州まちづくりマネジメントチ

ーム共同事業体」は実績に基づく現実的な提案であり安心だが、もっとチ

ャレンジしてほしい。 

（３）検討会における検討結果 

どちらの団体も、特徴のある提案内容だったが、適性、有効性、効率性にお

いては、「北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」が優れ、適正性

においては双方差がなく、合計得点において、「北九州まちづくりマネジメン

トチーム共同事業体」が上回った。「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」

も指定管理者として相応しい提案を行っているが、検討会としては、合計得点

や提案内容を総合的に勘案し、北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業

体が指定管理者として相応しいと判断する。市は、検討会における議論を参考

に、最終決定を行われたい。 

なお、付帯意見として、以下を付すこととした。 

・ 市外からの観光客や、外国人観光客の更なる増加を図るため、集客力があ

る新たな大型イベントを検討し実施されたい。

・ しろテラスの集客にはしっかり対応いただきたい。

・ 提案書記載のスタッフ制服の公募については、指定管理者の選定にかかる

北九州市議会の議決後に開始するよう見直されたい。

７ 選定結果 

市は検討会の検討結果を参考に、北九州まちづくりマネジメントチーム共同

事業体を指定管理者候補に選定しました。

（１）選定された団体の主な提案内容 

別紙「提案概要」のとおり 
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（２）市における主な選定理由 

・ 小倉城や小倉城庭園の特性や歴史的背景を活かした提案を行なっており、

集客だけでなく、シビックプライドの醸成にも貢献する内容である。

・ 小倉城、小倉城庭園等、市内施設における管理や業務の実績、経験を充分

に有しており、集客業務やしろテラスの運営などに関しても堅実な計画内

容となっている。

・ 施設の設置目的及び市の政策課題等についての理解もあり、しろテラスに

ついては、周辺の案内機能だけでなく、小倉城や小倉城庭園への誘客を行

う仕組みづくりを提案している。飲食提供や土産品の開発なども小倉城周

辺の魅力向上につながるものと期待できる。

８ 提案額 

平成３１年度 ６６，０００千円

平成３２年度 ６５，０００千円

平成３３年度 ３８，０００千円 
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小倉城・小倉城庭園指定管理者選定に関する提案概要 

審査項目 小倉城下町にぎわいづくり共同事業体 北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体 

１

指
定
管
理
者
と
し
て
の
適
性

（１）施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針 

管理運営の理念：北九州・小倉の贅沢なおもてなし～地域資源を活かした新たな文化の

創造～ 

管理運営の基本方針：①伝統文化、②食文化、③市民文化、④若者文化、⑤歴史文化 

小倉城おもてなしコンセプト：小倉のまちを見守る城 

～北九州・小倉の文化、にぎわいを、過去から現代、そして未来

へ継承～ 

小倉城庭園おもてなしコンセプト：文化と緑が薫る園 

～文化、自然、そしてマチ、ヒトの移ろいを形に～ 

管理運営の理念：北九州・小倉の贅沢なおもてなし 

～地域資源を活かした新たな文化の創造～ 

（２）安定的な人的基盤や財政基盤 

(株)オリエンタルコンサルタンツ：北九州市内は小倉北区と若松区、その他福岡市内に

事業所を置き、臨機の人的支援が可能な体制 

第一警備保障(株)：戸畑区に本社・支社を置き、豊富な人的リソースを有し、迅速かつ

安定した人的支援が可能 

(株)福岡放送：北九州市に支社を置き、福岡・佐賀県全域に密着した情報を入手・発信

する人材を保有  

(株)フーディア：小倉北区に本社を置き、飲食関連に精通したスタッフを保有 

（３）実績や経験など 

(株)オリエンタルコンサルタンツ：指定重要文化財の古民家を活用した観光振興／年間

を通じてレクリエーション展開し過去最高の入園者数を記録

第一警備保障(株)：複合型スポーツ施設にて各種スポーツ教室や地域連携によるスポー

ツ振興

(株)福岡放送：北九州市・福岡市内を中心に、幅広いターゲット層へ向けた多種多様な

展覧会と賑わいを創出したイベントを開催

(株)フーディア：地元の農・畜・漁を使った地産地消カフェを運営し６次産業化も推進

当JV の資格：4 社の強み（知識、実績・経験など）を活かし効果的・効率的な管理運

営体制を構築

（１）施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針 

【理念】平成２８年２月に公表された『小倉城周辺魅力向上事業基本計画』で設定さ

れた３つのゾーンのうち、歴史ゾーンにおいては、「小倉城」「小倉城庭園」を中心

とした周辺一体の魅力向上によって、国内外からの集客力を高めるとともに、北九州

市民のシビックプライドを高めて「地域力」の向上を促進する。そのために、ヒト・

モノ・コトを通じて新たな「つながり」をつくり、育まれた郷土愛に根ざすおもてな

しの心によって、ますます魅力が増す地域づくりを進めていく。

【基本方針】その理念の実現のために、共同事業体を結成し５つの基本方針を立て運

営していく。１）魅力の最大化と発信力の向上。２）利用者の満足度向上に資するお

もてなし力の強化・改善。３）北九州市民のシビックプライドの醸成。４）豊富な経

験とネットワークの利活用。５）徹底した安全・安心の管理運営。

（２）安定的な人的基盤や財政基盤 

「北九州まちづくりマネジメントチーム」は、北九州まちづくり応援団㈱、㈱朝日広

告社、（一社）まちはチームだ、岡﨑建工㈱、NPO法人NORTH NINEの共同事業体で、ま

ちづくり事業や各種プロモーション、広告宣伝活動、施設管理、公園管理などの専門家

で構成された事業集団です。北九州まちづくり応援団㈱のこれまでの「小倉城・庭園」

運営管理の経験と実績に加え、インバウンド対応などの環境変化にも対応し、的確な情

報発信による集客、施設を含むゾーンのブランディング力を向上させるために、専門的

知識・スキルを持った団体と共同で推進していく。 

（３）実績や経験など 

北九州まちづくり応援団㈱は、指定管理業務がスタートした平成18年4月から、小倉

城／小倉城庭園／水環境館を3期13年に渡り、運営管理してきた。多種イベントを積み

上げながら、小倉城の入場者数では、ようやく20万人に迫るところまではきた。 

㈱朝日広告社は、これまで北九州市をはじめ、地元団体からの委託を受け、多種多様

なプロモーションやブランディングを手がけている。 

（一社）まちはチームだは、地域プロジェクトや事業プロデュースを通じ、未来創生

に貢献することを目的とし、既に北九州市で多くの実績を上げている。 

岡﨑建工㈱は、「勝山公園あさの汐風公園」「響灘緑地」「志井ファミリープール」

「福岡県営中央公園」などの指定管理を受託し運営を続けており、経験と実績は十分で

ある。 

NPO法人NORTH NINEは、様々な文化イベント、スポーツイベント等の地域活性化事業

により、北九州市の既存の魅力の発掘と新たな魅力を創造し、それらを北九州市内外に

発信している。また、吉武理事長は、オーエーセンター㈱を経営しており、世界遺産の

お土産としてネジチョコを製造販売するなど、新たなチャレンジをしている。
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２

管
理
運
営
計
画
の
的
確
性

【
有
効
性
】
に
関
す
る
取
組
み

（１）施設の設置目的の達成に向けた取組み 

運営管理方針：①外国人への対応を充実／②魅力ある新たな施設の使い方を提案／③歴

史文化資源である小倉城・小倉城庭園を、よりよい状態で未来へ継承／④公共の場を

綺麗に安全に保つ日本の心を示し広める管理／⑤市外からも集客し魅力を発信でき

るイベントを実施／⑥観光客・市民のどちらもが楽しめる企画を年間を通じて実施／

⑦文化を通じた市民の活躍の場をつくり、シビックプライドの醸成に取り組む／⑧マ

スメディアからＳＮＳ・口コミまで様々な手法で広報／⑨海外向けプロモーションや

ＦＩＴ 対策を実施／⑩都心集客に向け、周辺施設と連携 

営業・広報：①最大の強み！テレビ媒体を利用した広報活動／②インバウンド＆若年層

客を獲得せよ！ＳＮＳツールを積極的に活用／③いつ行ってもオモシロイ！ついチ

ェックしたくなる公式ＨＰの制作と運用／④見やすい！分かりやすい！手にしたく

なるチラシ・ポスターの作成と展開／⑤“KOKURA”の魅力を再発見！旅行会社と提携

したツアー企画の開発／⑥メディアミックスのチカラ！年間を通じた営業・広報活動

の実施 

（２）利用者の満足度 

①日本を代表する伝統文化の名所づくり／②北九州ならではのポップカルチャー・グル

メイベントの開催／③未来へ繋げたい日本の良き風習の体験／④北九州・小倉の知られ

ざる魅力の再発見／⑤楽しく学べるタイムスリップ体験／⑥注目集めるホットスポッ

トづくり／⑦小倉、北九州の回遊性を高める広域連携／⑧現代風にアレンジした体験ワ

ークショップ／⑨「ビギナー」から「オタク」まで楽しめる多彩な企画／⑩にぎわいあ

ふれるKOKURA 茶屋の運営／⑪ココでしか買えない！ご当地商品の開発・販売／⑫ココ

ロもお腹も満たされる飲食メニューの開発・販売 

（１）施設の設置目的の達成に向けた取組み 

５つの基本方針のもと、施設を取り巻く環境や課題を見つめ、１４の基本施策を設定し、

複合的な取組みによって施設の魅力を最大化していく。一部内容を下記する。 

【周辺一帯の魅力向上】施設各々の魅力向上に加え、地元企業・各種団体や商店街などの

中心市街地とより密接な連携を図ることで、周辺一帯の魅力向上を図る。 

【しろテラス】観光情報・伝統文化情報の効果的な発信の工夫、外国人にも人気の高い「抹

茶」を気軽に楽しめる飲食店の出店（辻利茶舗への運営委託）、PB商品の提供、「小倉

土産」を中心に販売するコーナーを設置し、新しい小倉土産の開発など種々の施策を検

討していく。さらに手荷物預かり、充電サービス、Wi-Fi環境サービスや訪日旅行者に

対するスマホ決済サービス他、利用者の利便性を図る。 

【インバウンド集客強化施策】スタートの時点では最も訪日人数が多い韓国人に特化し

て、韓国パワーブロガーを招聘し、魅力情報の発信による小倉への興味喚起・旅行促進

を図る。また、以降は集客見込みの高い国を中心に順次集客施策を実施する。 

（２）利用者の満足度 

引き続き、利用者アンケートを実施し、満足度９０％以上を目指し、お客様の生の声

を積極的に戴けるよう日々努力していく。利用者の意見を反映する仕組みとして、新た

にサービス向上会議を定例開催し、関係者で現状を共有するとともに、サービスのクオ

リティ向上に向けた対策を実施する。利用者からの苦情に対しては、苦情発生時に施設

スタッフが迅速な対応ができるように対策マニュアルを作成する。更にガイド人材の研

修、そのための研修カリキュラム作成を進める。しろテラスでは、利用者データ収集・

分析によるサービス力向上を促進する。 

【
効
率
性
】
に
関
す
る
取
組
み

（３）指定管理料及び収入 

豊富な実績に基づき、使用料収入を増やしつつ、コスト縮減と効率化を進め、適正な

指定管理料を設定 

（４）収入の増加に向けた創意工夫 

小倉城のリニューアルオープンや小倉城庭園空調工事などによる利用者数の変動を

踏まえた実現性の高い収支計画。

（３）指定管理料及び収入 

【数値目標】

項目 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 

入場者数（城／庭園）（人） 230,000／86,000 250,000／94,000 250,000／31,000 

管理運営費（千円） 197,100 190,600 154,000 

使用料収入（千円） 127,000 138,200 108,100 

指定管理料（千円） 66,000 65,000 38,000 

（４）収入の増加に向けた創意工夫 

【収入見込みにおける計画】

北九州まちづくり応援団㈱を中心とした共同事業体のこれまでの経験と実績から

算出し、実現性の高い数値と考える。集客のノウハウや創意工夫を最大限発揮するこ

とで、収入の確保に努める。

【支出見込みにおける計画】

北九州まちづくり応援団㈱を中心とした共同事業体のこれまでの経験と実績が指

標となり、それが積算根拠に結びついている。内製化による費用削減、市内企業に配

慮した再委託なども進める。

2
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【提案額】 

平成３１年度 ６６，７０９千円 ６６，０００千円 

平成３２年度 ６５，８５９千円 ６５，０００千円 

平成３３年度 ３９，８７８千円 ３８，０００千円 

２

管
理
運
営
計
画
の
的
確
性

【
適
正
性
】
に
関
す
る
取
組
み

（５）管理運営体制など 

○有資格者・経験者、スキル習得者による管理運営で指定管理開始時より、安全・安

心と快適性を確保／○施設の管理運営を幅広く行える人材の育成を通じたスタッフの

満足と管理運営の質的向上の実現／○既に協働関係にある地域住民・団体等との連携・

協働を加速し、当施設と小倉都心地区の魅力・にぎわいを向上 

（６）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

個人情報：個人情報保護、文書管理、情報公開等、責任者を決めて確実に実施。関連

法令や、北九州市条例、ガイドラインを踏まえた情報管理を実行／平等利用：「公の施

設」の指定管理者として、平等・公平・公正な管理運営を実行／安全対策：利用者への

最大のサービスの一環として、事故防止と速やかな対応によるリスクマネジメントの実

施／危機管理：機械警備に加えた人的警備により安全を確保するとともに、日常訓練、

強力なバックアップ体制により災害への万全の備えを整備 

（５）管理運営体制など 

（６）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

以下のしくみ構築と確実な実施を進める。

・プライバシーポリシー（個人情報保護方針）の制定。

・公共性（公益性）の確保。

・予防保全の徹底。

・事故災害発生時の迅速な対応。

（一社）まちはチームだ

㈱朝日広告社

北九州まちづくり

応援団（株）
NPO 法人 NORTHNINE

岡崎建工㈱

統括部長

統括部門 統括課長 小倉城庭園 館長小倉城 城長

統括課長

経理

総務

しろテラス

ガイド、売店、

全体管理

給与厚生

担当

テナント

（辻利）

受付案内

担当

行事広報

担当

駐車場

館長代理

学芸員

学芸員補

行事広報

担当

事務担当
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北九州市小倉城・小倉城庭園指定管理者検討会 会議録 

１ 開催日時  平成３０年１０月１５日（月）１３：３０～１７：００ 

２ 場  所  北九州市役所本庁舎  特別会議室Ａ 

        （北九州市小倉北区城内１－１ 北九州市役所５階） 

３ 出 席 者  （検討会構成員） 南構成員（座長）、金構成員、松尾構成員、 

相浦構成員、松清構成員 

        （事 務 局） 産業経済局観光にぎわい部長 

観光にぎわい部集客交流担当課長 

観光課 観光施設係長及び職員 

４ 会議内容 

〇 事務局より当日のスケジュール、審査にあたっての留意点等を説明 

〇 構成員の互選により座長を選出 

〇 応募団体（小倉城下町にぎわいづくり共同事業体）による提案概要説明 

〇 応募団体（小倉城下町にぎわいづくり共同事業体）への構成員によるヒアリング 

（構 成 員）イベント年間予定表において、「歌舞伎」、「薪能」、「忍者体験イベント」、「流

鏑馬」、「落語」等、城と庭園について多彩なメニューを提案しているが、小

倉城の歴史的な背景などを踏まえた「小倉らしさ」をどのように発信してい

くのか。 

（応募団体）細川、小笠原のお殿様が治めていた小倉の歴史や、リニューアルされる展示

内容を含め、個別のイベントや企画展を開催することで「小倉城らしさ」を

発信したいと思う。今回提案した「歌舞伎」や「流鏑馬」も、小倉の目玉に

していきたいと思う。 

（構 成 員）しろテラスのオープンも大きな目玉になると思う。飲食を中心に利用すると

いうことだが、多くの方が集まることを考えると、インフォメーション機能

が重要になると思う。この点が不明確なので、具体的な考えを教えてほしい。 

（応募団体）しろテラスには、市内全域を案内できる観光コーナーを作る予定である。ま

た、飲食・物販スペースについても、エリアを区分して活用したい。 

（構 成 員）「SNS については、今ある様々なツールを使う」ということだが、どのように

使うのか。イベントの度に発信していくのか。 

（応募団体）SNS に関しては様々な使い方がある。SNS の中に広告が出る場合や、YouTube

で動画を開いた時に PR の動画を流す、GPS を使ってジオターゲットという小

倉駅周辺にいる人たちに対して広告を流すなど、内容によって使い分ける。
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海外に向けては特に SNS が有効であると思うので、強いコンテンツとして利

用していきたい。 

（構 成 員) イベントの記載内容の中に「検討します」という言葉があるが、これは「や

ります」ということでよいか。 

（応募団体）基本的には行う方向である。ただし、歌舞伎等大きなイベントは、我々単独

で開催するのではなく、周辺事業者と実行委員会形式で実施したいと思って

いる。これから相談することでもあり検討とした。市と協議して、検討・調

整した上で行うということである。 

（構 成 員) 着物の試着とあるが、イベントの時だけではなく、随時、楽しめる方がいい

と思う。7 月と 10 月となっているが、どなたが来ても体験できるようにはで

きないか。 

（応募団体）今回イベントの形で提案しているが、いつ来ても気軽に羽織ってインスタグ 

ラム用に撮ることはできるようにしたい。 

（構 成 員) 海外向けのエージェントセールスについて言及があったが、具体的にどう行

うかが分からない。たとえば、韓国ではエージェントを使わない個人旅行客

が７割を超えているが、そういった方々に対して、どのような戦略でプロモ

ーションしていくのか。また、セールスしていくのか。 

（応募団体）海外向けセールスについては、北九州市観光課、北九州観光コンベンション

協会と、エージェントセールスを行っている。特にアジア系、韓国、中国、

台湾、タイに対しては、福岡を中心としたランドオペレーターに営業をかけ

ていきたい。実際に現地にセールスに赴くことも考えている。また、スペー

スワールドにいた営業担当も共同事業体にいるので、コネクションはかなり

ある。ご指摘のあった韓国の FIT については、SNSで個人向けに訴求するよう

な、たとえばインフルエンサーを使うなどして、小倉城や小倉城庭園を発信

して営業をかけていきたいと思う。 

（構 成 員）城でプロモーションする所は他にも相当数あると思うが、その差別化につい 

てポイントが知りたい。どこを一番アピールしてセールスしようと考えてい

るのか。 

（応募団体）日本固有の「薪能」や「流鏑馬」のような伝統文化を発信して、小倉城に来

てもらえる取組みを考えている。 

（構 成 員）周辺の商業施設等との連携に改善の余地があることから、解決策を記述して 

いる。抽象的な部分がある。実際にどのようなことをお考えなのか。現状と

の差別化も含めて説明して欲しい。 

（応募団体）現状については、松本清張記念館も含めた 3 館の共通利用券が発行されてお

り、商店街の一部と連携していることは知っている。ただ、もう少し広い範
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囲で連携することを目的に、たとえば、小倉駅新幹線口の「あるある city」

等と連携したスタンプラリー、スマホのアプリを使った施設紹介、近隣の店

の紹介、クーポン券での誘導等を考えている。 

（構 成 員）隣のリバーウォークや JR 駅との連携については、今の時点で考えはあるか。 

（応募団体）事業者と相談させていただいてからになるが、たとえば、リバーウォークだ 

と、いろんな角度から小倉城が見えることは面白いと思っている。写真を撮

って、「これはどこからでしょう」といったクイズなどを行って、両方の施設

に行ってもらえるような連携を行いたいと考えている。 

（構 成 員）小倉城の個人入場者が大人が 130,000 人、中高が 6,000 人、小学生が 16,000

人となっているが、小中高がとても低いと思う。「対象は大人」という判断な

のか、今の入場者の推移がそういう流れなので、今後もそういう増加率だと

いう判断なのか。 

（応募団体）外国人観光客が増えているので、大人が主たるターゲットになると判断して 

いる。ただし、ご指摘の通り、小中学生が少ないのは問題だと考えているの

で、チラシ等を学校に送り、授業の一環で施設を利用してもらうようなセー

ルスは当然行う。ただし、現状の収支は、現状に見合った形がいいと考えた。 

（構 成 員）しろテラスの事業実施年数を 3 年として、初期投資をいくらかけるのか。ま

た、3年で回収しないと赤字になると思うが、具体的な収支計画をどのように

お考えか。 

（応募団体）3年だと新品を購入すると大変厳しいので、我々が保有している什器類を転用

しようと思っている。ただし、実際の場所に合うかどうかもあるので、いく

つか自社で持っているものを変容した形でやりたいと思っている。それで十

分できると判断して、今回、自主事業については積算している。 

（構 成 員）どれくらいかかりそうか。 

（応募団体）経費としては 500 万円くらい積んでいる。その中でやっていこうと思ってい

る。自社で保有している什器については経費に入れていないので、あとは内

装にどれくらいかかるか等を今後詰めていこうと考えている。 

（構 成 員）しろテラスについて、週末祝前日は酒場にすると提案しているが、その主な

ターゲットをどこに置いているのか。一人あたりの消費単価をどのくらいで

考えているのか。また、しろテラスに酒場を設置した時の喫煙所の問題を教

えてほしい。 

（応募団体）ターゲットは、週末なのでビジネスマンやインバウンドの観光客である。 

特に、小倉の夜の町を城や庭園の方に引っ張りたいという意図があり、小倉

の夜を楽しめる場所をイメージしている。喫煙所については、石垣側の屋外

に設けたいと考えている。敷地外からはあまり目立たないし、しろテラスの

中からすぐに行ける。夜についてはお酒も出したいと思っているので、消費
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単価は１人あたり 3,000～4,000 円を考えている。 

（構 成 員）日中に開催する有料イベントについて、強気な価格設定を行っている印象を 

持つが、価格設定の考え方を知りたい。この価格を達成できなかった時、収

支にどのような影響があるか。 

（応募団体）単価については、いろんなイベントの実績を頭にいれながら設定をしている。

我々の採算に合わせなければならないので、今回は高めに設定しているが、

指定管理者として選んでもらった後は、どれだけ下げられるかを検討させて

いただく。 

（構 成 員）これは提案段階の目安で、この価格にしなくても運営は健全に行うことがで

きるという理解でよいか。 

（応募団体）イベントは単独で収支を取る形で考えており、全体の事業に影響が出る試算

はしていない。どこかに赤字が出たからといって全体が回らなくなることは

ないし、そういう運営をしていこうと思っている。 

（構 成 員）小倉城庭園で、池の水質浄化に着目いただいている点がすごくいいと思う。  

提案のホテイアオイは色々な問題があると思うが、使用して問題がないか教

えていただきたい。 

（応募団体）ホテイアオイには浄化作用はあるが、増えすぎる等の問題があるのは承知し 

ている。増えすぎないように日常的にコントロールを行う。庭園なので、見

栄えを考えると、浄化の機械をいくつも置くとか噴水みたいな装置を設置す

ることは違うと思っている。少しでも浄化の手助けになればいいと考え、ホ

テイアオイを提案させていただいた。ただし、炭を使った浄化等もあるので、

1年目は試行し、どれが一番効果があり、美観的にも問題ないのかという判断

をしたのち、2年目以降、確定版で進めていきたいと思う。 

（構 成 員）ホテイアオイは南米原産で外来種であり、よくないと言うつもりはないが、

小倉城庭園にそれがマッチするかどうかに関しては気になる。適切な管理が

されていれば景観上も問題はないという認識でよいか。 

（応募団体）いわゆる京都にあるような日本庭園ではなく、あのような雰囲気を味わって 

もらうことが非常に大事だと思っている。一般の方は、外来種とは分からな

いと思うので、植物の方が機械よりはいいと思い提案させていただいた。 

（構 成 員）「外国人の喜ぶような日本のおもてなし」ということであるが、「小倉らしさ」

というところで、どのように外国の方におもてなしするのか、考えを伺う。 

（応募団体）小倉織のような地場のものを使って飾りつけを行う等、地域性を出せればい 

いと思っている。 

（構 成 員）小倉藩でいうと、上野焼等いろいろあるので、今後取り組んでいくというこ

とで良いか。 

（応募団体）まず知名度のあるものから出して、だんだんマニアックにしていくというよ
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うな形で深めていきたい。 

〇 構成員は、応募団体（小倉城下町にぎわいづくり共同事業体）の提案概要説明と質疑

応答を受けて、各自評価レベルを記入。 

〇 応募団体（北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体）による提案概要説明。 

〇 応募団体（北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体）への構成員によるヒア

リング。 

（構 成 員）文化的側面のより深い掘り下げで小倉城の幕末期の歴史に着目していくとい

うのは非常に面白いと思う。一般に幕末期の小倉城はマイナスイメージが強

と思うが、どのような形で展開するのか、考え方を教えてほしい。 

（応募団体）今の話は、長州から攻められた際の話だと思うが、多少誤解もあるので、歴

史認識に立って整理をして伝えていくことを検討している。 

（構 成 員）地域の歴史についてのワークショップで講師に郷土史家を提案しているが、 

学術的な裏付けで言えば、いのちのたび博物館の学芸員なども様々な検討を

されている。いくつか資料も残っているので、多角的な観点から学術的な間

違いなどがないよう、十分配慮する方がいい。 

（応募団体）学芸員との交流もある。当然いのちのたび博物館と連携する。 

（構 成 員）今回の魅力向上事業の整備では、一番の目玉はしろテラスでだと思う。エリ

ア自体で広く北九州市を発信していく上で重要な拠点になると考えている。

しろテラスでの観光情報の発信は北九州全般というよりも、小倉藩、小倉城

の歴史を深く知る機会を是非作っていただきたいと考えている。この点につ

いて、もう少し具体的に教えていただきたい。 

（応募団体）小倉城の歴史を知らないと、来た方への案内もできない。長崎街道小倉城下

町の会などの色々な情報も集めているが、それをどのような形で訪日客や子

供たちなどの色々な層に伝えていくかということ、１００インチ級のモニタ

ーがあるとのことなので、そういうツールもうまく使いながら伝えていこう

と考えている。 

また、庭園の敷居が高いとも言われているので、庭園の情報をもっと柔らか

く伝えて、入りやすい形で整えていきたいと思っている。 

（構 成 員）飲食店として辻利茶舗が出店することについては、具体的にどの辺りまで決 

定しているのか 

（応募団体）指定管理者の決定前なので確定事項ではないが、元々あの周辺で桜のシーズ

ンに喫茶を出すなど、色々な取組みを行っている。その延長で決して悪い場

所ではないのでやってみたいという積極的な意思表示があった。京町店や魚
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町店もあるが、やっていることをそのままやるのではなく、城下町、お城の

下だからこういうものが欲しいといった要求があると思うので、細かい点に

ついてはそのあたりを整理して調整しながら決めていきたい。 

（構 成 員）今回、指定管理期間が 3 年というショートスパンだが、出店費用は回収でき

るのか、たとえば指定管理者が 3 年後変わった場合に店を撤収しないといけ

ないというリスクがあると思うがどうか。 

（応募団体）倉庫に色々な資材を持っている。調理や冷蔵やテーブルとか椅子とか全部お

持ちなので、大きな設備費はかからないだろうと判断している。 

（構 成 員）調理して持って行って売ることができればそれが一番いいと思う。あの場で

調理するとなると調理器具のイニシャルコストが大きいと思う。 

（応募団体）京町店の 2 階にスイーツの工場がある。そこで調理したものを魚町店に持っ

て行っているし、コレットの地下にも持って行っている。距離的には問題な

いので、しろテラスの中で全部調理するということではなくて、そのネット

ワークを使うことも考えている。 

（構 成 員）調理ではなく、ひと手間加えて販売するような感覚で考えたら良いか。 

（応募団体）多分それに近いと思う。 

（構 成 員）商売云々もさることながら、オペレーションを結構スムーズにやらないと売 

れないだろうと思ったのだが、キャッシュレスの対策は具体的にどのような

ことを行うのか。 

（応募団体）今小倉城庭園で、アリペイとプリンを導入し、みずほ銀行の実証実験に加わ 

っている。そこの延長線上でしろテラスもキャッシュレス化を目指している

し、今辻利茶舗の方でもそういう方向は取り組んでいるので、そこは問題な

いと思っている。 

（構 成 員）それは動向が変われば他のものを入れることも考えるということで良いか。 

（応募団体）そこは柔軟に考えている。 

（構 成 員）人材の育成は非常に重要だと思う。観光案内所の人材を育成すると言及して 

いるが、ハードルは高いと思う。収支計画には手間とかコストとかが盛り込

まれているのか。あるいはある程度希望的観測か。 

（応募団体）小倉城天守閣が 8 月から来年の 3 月まで休館している。そこで中心となるス

タッフに色んな研修を行っている。小倉城の歴史もそうだが、周りの施設を

理解するため、見学や人との繋がりを持つことを行っている。そういった研

修を行いながら、トップランナーとなる人材を作り上げ、そこから広げてい

く考えである。ただインバウンドの対応については、費用がある程度かかる

と思っている。教育するのは時間がかかるし、一気に言葉が喋れるようには

ならないので、能力のある人を採用していくことを考えている。 

（構 成 員）小倉の歴史にこだわっていくという基本的なスタンスはすごくいいと思って
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いるが、外国人観光客は端的に申し上げると歴史にはあまり関心がない。そ

のような中で、どこまでをこだわろうかというニュアンスが知りたい。せめ

てここぐらいは持って帰ってもらいたいという、その思いを教えてほしい。 

（応募団体）今回の天守閣リニューアルで細川家のお茶や、武蔵と小次郎など、各階でい

ろんなメニューが入ってくるので連動性という面で課題がでてくると思う。

いきなり天守閣に入っても分からない方に対して、しろテラスで情報をうま

く伝えて分かりやすくしたいと考えている。 

（構 成 員）施設の設置目的の達成に向けた取組みは、事前にヒアリングやアンケートを 

行ってそこから抽出した、望ましい取組みになっているか。たとえば、「案内

人と行く、高くても価値のある夜の食ツアー」は金額が 2 万円となっている

が、これはそれなりにニーズのある企画なのか。 

（応募団体）今回提案をさせていただく中で、アンケート調査や市場調査を行った。特に

外国人、20～30 代の方は、小倉城に何となく来た、日帰りの旅行客が多い。

夜の食事を含め、泊まるという感覚があまりない。街全体で考えた時に、最

終ゴールとしての宿泊を考えると、夜の飲食は切り離せないのでそのニーズ

をくみ取った上で提案させていただいた。 

（構 成 員）2万円と 4万円は食事代なのか。宿泊も入っているのか 

（応募団体）基本的には食事のみで考えている。 

（構 成 員）沢山ニーズがあるのか。 

（応募団体）分母としてはまだまだこれからだと思っているが、ニーズとしてこれから広 

がりを見せるのではないかと考え、提案した。 

（構 成 員）バルウォークはイベントである。小倉城周辺に来た時に、イベント開催日と

合わないと何もないとなるのが課題だと思うが、このバルウォークはどうい

うスパンで開催するのか。 

（応募団体）基本的には年間 2回実施。イメージは福岡市で行っている西日本最大のバル 

ウォークである。付加価値として、近い将来的にはワークショップも絡めな

がら、1つのフェスのような考え方をしている。市民を巻き込んだ形で、草の

根活動になるとは思うが、やっていきたいと思っている。 

（構 成 員）新しいものとして、小倉城とソードアートオンラインとのコラボレーション 

があるが、期間はどのくらいで考えているのか 

（応募団体）4月 1日にスタートして、ＧＷ明けまでをイメージしている。 

（構 成 員）1回のイベントか。 

（応募団体）歴史的背景や観光資源の刷り込みという点で、アニメのコンテンツを利用し 

て小倉城を訴求しようと考えている。まずメリットとしてインバウンド。全

世界の興行収入が 43 億、海外でも 18 億ということで、海外に認知されてい

る。 
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また、アニメの主人公が二刀流で、宮本武蔵と通ずることもあり、企画した。

具体的にはオリジナルグッズの開発や商店街との飲食のコラボなどを考えて

いる。単発の打ち上げイベントというよりも１か月半かけて街全体を回遊で

きるような施策として企画した。 

（構 成 員）そのアニメのイベント費用はどうなっているのか。 

（応募団体）アニメコンテンツに一番求められているのはグッズ。ここでしか買えないグ

ッズというのは重要になっている。基本的は来場者の 10 パーセントの方が客

単価千円で購入すれば、事業として成立すると考えている。数十万円の不足

分は収支計画の広告宣伝費に落とし込んでいる。 

（構 成 員）「新・北九州みやげ商品開発」については、中心的な役割を NORTH NINE が果

たされて、地元の菓子製造会社等とコラボするとのことだが、これはオーエ

ーセンター㈱ありきの話なのか。それとも他の地場の菓子製造会社も参入す

る余地があるのか。 

（応募団体）オーエーセンターではネジチョコが最大の売りなので、それから派生した形 

で目玉商品をつくることを考えている。その他に地場企業と大学とのコラボ

の要望があり、これを立ち上げればいろんな情報も入ってきて活性化できる

と思っている。 

（構 成 員）ゾーンのブランディングは素晴らしいと思うが、具体的にどうブランディン

グしていくのかが分かりにくい。 

（応募団体）各施設の目的が違うことが、非常に苦戦している部分である。ただ、相互の

場所が近いことが最大の強みと考えた。現在実行委員会等の会議体もないと

いうことなので、まず足並みを揃える形で、実行委員会を立ち上げることを

考えている。それに伴って各施設が、お互いに情報発信であるとかワークシ

ョップをやっていくことで相互の関係性を持ってエリアを作っていこうと考

えている。 

それを徐々に浸透させながら 3 年間かけて具体的なワークショップなどを行

う。色々な講師を招き、たとえば小倉城の講師に文学館で講師をしていただ

くとか、まず仕組み作りが必要と考えている。そういう組織づくりをしてい

きたいと考えている。 

（構 成 員）オプション案として新規大型イベントとあるが、このオプションの意味は。 

（応募団体）エリア全体の連携を作ることによって、関係性ができ上がった暁には、事業

の完成形としてこのエリア全体で大きな一つのイベントをしたいという考え

である。 

（構 成 員）大きなイベントとはどんなイメージか。 

（応募団体）現状、小倉城の前の広場でいろんなことを行っているが、そこで終わってし

まう。これから勝山公園を運営管理している岡﨑建工㈱などとうまく連動し

て、大きなエリアで活動することを将来的な狙いも含めてイメージしている。 
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（構 成 員）3年目の小倉城の入場者数が、25 万人から 25 万人と増減がないのは何故か。 

（応募団体）3年目は小倉城庭園が 8月で閉まる。小倉城と庭園の連動企画をかなり入れる

ようにしているため、立ち上げた後、3年目に休館となると、なかなか結果が

出にくいと考え、そのマイナス面もあるので、3年目も横ばいと判断した。 

（構 成 員）小倉城の個人利用者が大人 10万人、小学生 5万人、中高生 2万 5千人とあっ

て、小中高生の利用が少ないが、家族利用をイメージして試算していないの

か。 

（応募団体）現状がそういう数字だったのでそれに沿っている。当然これからの戦略は、 

どこを広げていくか考えながら進めていく。 

〇 構成員は、応募団体（北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体）の提案概要

のプレゼンテーションと質疑応答を受けて、各自評価レベルを記入。 

〇 構成員は、応募 2団体の評価レベルを発表し、構成員全員で意見交換。 

（構 成 員）財務的な観点で大きな差異はなかったが、しろテラスの飲食店は気になった。 

「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」は、自分で調理を行うため、かなり

イニシャルコストがかかると思う。一方、「北九州まちづくりマネジメントチ

ーム共同事業体」は外部業者に委託して家賃収入を得る。セントラルキッチ

ンもあるという話なので、そのあたりは違いがある。両方とも長く指定管理

をやっている会社が入っているが、小倉をテーマに、小倉城のにぎわいとい

う観点では、「北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」の方が、コ

ンテンツがいいものが多かった。おみやげ研究所などは面白いと思った。 

（構 成 員）それぞれのプレゼンテーションを聞いて、「北九州まちづくりマネジメントチ

ーム共同事業体」の方に、実績に基づく話のリアリティを強く感じた。出来

ないことを「出来ない」とはっきり述べていた。希望的観測がここまでない

ということは、結構現実的に捉えられており、そのリアル感は評価に値する。

また、コンセプトのシビックプライドの醸成にすごく共感できる。他の地域

の方や外国人を集客するときに、一番大事なことは、市民が誇れる名所にす

ること。それを謳ったコンセプトは実はあまり聞いたことがないのですごく

いいと思った。「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」のような企画は結構

あるが、「地元らしさ」がなくてうまく行かない例は幾度となく見てきた。セ

ールスについての質疑応答では、セールスの手段や手法を答えていたが、何

を売るのかについて明確な答えがなかった。そこに差をつけた。 

（構 成 員）「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の意欲的な提案は好意的に受け止め
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ている。だが、小倉城らしさへの認識が少し物足りないことや、イベントは

単発ものが並んでいる印象が強いこと、それから他の先生方からも指摘があ

ったが、しろテラスの活用が十分に見通せないあたりを課題と感じた。「北九

州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」の提案は、よく練られていて、

実現性が高いと感じた。特に小倉城らしさ、北九州らしさという点に配慮さ

れている企画が加点の対象となった。 

（構 成 員）私は逆にとらえていて、「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の方が心動

かされる部分が多かった。「北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」

は、地元小倉の熱い思いを持っている方たちが、現在管理を行っている実状

もよく分かっていて、今の延長で企画を作っているが、もう少しわくわくす

る目玉企画が欲しいと思った。イベントでなくてもいいが、小倉城にいつ行

っても、何かやっているという状況が欲しい。そこがよく分からないと感じ

た。SNS による拡散や、一生懸命さや熱意は伝わるが、実際の具体的なイベン

トには心が動かない。「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の方は、実際

の実施には懸念する部分もあると思うが、あくまで行う前提で、私はこちら

を高く評価した。 

（構 成 員）「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の方は、しろテラスに関して、飲食

店の印象が強く、本来あるべき方向と違うのではないかと思った。イベント

に関しては、非常にわくわくする内容で興味を持ったが、私も色々なイベン

トに関わっていて、人を集めてにぎわいをつくることの難しさを知っている

ので、そのあたりを考えると、やってみるとうまく行かず、軌道修正せざる

を得ないのではないかと感じた。「北九州まちづくりマネジメントチーム共同

事業体」に関しては、今までの実績があり、安心して話を聞けた部分がある

が、現実を知っているがためにチャレンジがないというか、わくわく感がな

いというか、もっと攻めて欲しかったなと思う。点数の差はついたが、実績

をとるか、わくわく感をとるかという中で、「北九州まちづくりマネジメント

チーム共同事業体」の方がより現実的な形で管理できると思い評価した。 

（構 成 員）「小倉城下町にぎわいづくり共同事業体」の方が目を引くイベントを提案して

いる。 

（構 成 員）確かに現状をより良くするために新たな取り組みを行い、名物をつくってい 

くという点は評価できる。ただそれが、歌舞伎や薪能とか、あるいは現代的

なのものでは怪談だとかボディービルダーによるイベントであるとか、もち

ろん小倉らしさ北九州らしさにとらわれたら新しいものはできないだろうが、

その中でも、小倉城や小倉城庭園にマッチすることは難しいと感じた。この

エリアの歴史的・文化的な特徴にプラスにはなりづらいと思う。 

32



11 

（構 成 員）「これは無理だろうな」というのが単刀直入の感想。どこかにあるものを、パ

ッケージにして持ってきている印象で、本当にここのことを考えて、一から

立ち上げているように見えない。 

（構 成 員）一つ一つのイベントは魅力的と思うがどうしても興行としてとらえていて、 

どっかのものをこっちに持ってきているように感じる。そこに、北九州市だ

ったり、市民だったり、歴史だったりが存在しているかが見えにくい。そこ

にもう少し厚みや仕掛けがあれば、評価も変わったのではないかと思う。 

（構 成 員）歌舞伎と小倉の関連は少ないかもしれないが、実施して、継続すれば、名物

になっていくと思う。きちんと実現することは、難しいという評価か。 

（構 成 員）大阪城で吉本興業が似たようなことを行うので、正直、比較してしまう。 

（構 成 員）歌舞伎は、他県でも沢山行われている。また、小倉らしさにも、そこまでこ

だわらなくていいと思う。北九州らしさや、北九州の歴史にインバウンドが

どれほど関心を持っているか。正直、城を見に来ているだけの人が多い。 

（構 成 員）そういう意味では、この提案は、インバウンド向けにコンスタントに小規模

なイベントを回数多く行うというものでもない。一人 8,000 円の料金のもの

を単発で行う提案である。期待されているものとは違うと思う。年に 1 回、

おそらく有名なストーリーのものを行うもので、それがインバウンドに魅力

的かどうかは疑問。 

（構 成 員）問題は「北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体」の方ではないか。

もっと冒険して欲しい。 

（構 成 員）それは思う。 

（構 成 員）すごく思う。今の延長で提案している。熱意があり、面白いイベントや、提

案からの広がりも期待はできるが、もっと外からの視点で企画を行うべき。

市外からも小倉に来るように、もっとフックとなるものがほしい。何か語れ

るものがほしい。北九州は小さなイベントが多い。もっと広く北九州を知っ

てもらうためには、大きなイベントが欲しい。年に 1 回でも、毎年行ってブ

ラッシュアップしていく。それが小倉らしさであることをみんなに周知して

いく。意見としてそれは要望したい。 

（構 成 員）小倉藩は北九州市だけではない。近隣の市町村には小倉藩に関するものが、 
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上野焼を含めて色々ある。それらをうまく使ってほしい。指定管理者である

からこそ、行政でないからこそできることがあると思う。長州と下関をうま

く活用することもできるだろう。新しいチャレンジは小倉城を通じてできる

と思う。そうすることが、集客にも、シビックプライドの醸成にもつながる。

その枠を超えていないのが残念であり、もったいないと感じる。 

〇 構成員は審査項目ごとの議論を踏まえ、各自評価レベルを再考し記入。 

〇 各構成員の評価レベルを再度確認したうえで、検討会としての各審査項目の評価レベ

ルを、 

  １ 指定管理者としての適性のうち、 

（１）施設の管理運営に対する理念、基本方針について 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、４ 

（２）安定的な人的基盤や財政基盤について 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、４ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、４ 

（３）実績や経験などについて 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、４ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、４ 

  ２ 管理運営計画の適確性に関する有効性のうち、 

   （１）施設の設置目的の達成に向けた取組みについて 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、４ 

   （２）利用者の満足度について 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、４ 

    効率性のうち、 

   （３）指定管理業務に係る費用について 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、３ 

   （４）収入増加に向けた創意工夫について 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、４ 

    適正性のうち、 

   （５）管理運営体制などについて 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 
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北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、３ 

   （６）平等利用、安全対策、危機管理体制などについて 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、３ 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、３ 

   が妥当であると決定した。 

〇 事務局は地元団体に対する優遇措置を反映させたうえでの合計得点を発表。 

小倉城下町にぎわいづくり共同事業体は、     ６５点 

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体は、７８点 

〇 検討会としての検討結果（総合的な所見）について 

  どちらの団体も、特徴のある提案内容だったが、適性、有効性、効率性においては、

北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体が優れ、適正性においては双方差が

なく、合計得点において、北九州まちづくりマネジメントチーム共同事業体が上回っ

た。小倉城下町にぎわいづくり共同事業体も指定管理者として相応しい提案を行って

いるが、検討会としては、合計得点や提案内容を総合的に勘案し、北九州まちづくり

マネジメントチーム共同事業体が指定管理者として相応しいと判断する。市は、検討

会における議論を参考に、最終決定を行われたい。 

〇 また、付帯意見として、以下を付すこととした。 

  市外からの観光客や、外国人観光客の更なる増加を図るため、集客力がある新たな大

型イベントを検討し実施されたい。また、しろテラスの集客にはしっかり対応いただ

きたい。なお、提案書記載のスタッフ制服の公募については、指定管理者の選定にか

かる北九州市議会の議決後に開始するよう見直されたい。 

〇 意見交換を行った後、最終的な取りまとめを行い、検討会を終了した。 
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平成３０年１１月８日

産業経済局ＭＩＣＥ推進課

指定管理者候補の選定結果について 

下記のとおり、指定管理者の「候補」が選定されました。指定管理者の指定につい

ては、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要があり、

平成３０年１２月議会の議決を経た後に正式に指定することとなります。 

１ 指定概要 

（１）施設概要 

① 名 称：北九州国際展示場（通称：西日本総合展示場新館） 

    所在地：北九州市小倉北区浅野三丁目８番１号 

   施設概要：展示場棟 31,280 ㎡ 

         大展示場、会議室、主催者室、事務室、地下駐車場等 

流通センター棟 16,190 ㎡ 

          中展示場、会議室、ホール、主催者室、地下駐車場等 

    事業内容：展示会、見本市の開催の場を提供することにより、産業及び貿易

の振興並びに国際交流の推進を図る。 

② 名 称：北九州国際会議場 

    所在地：北九州市小倉北区浅野三丁目９番３０号 

    施設概要：延床面積 8,997 ㎡ 

          メインホール、イベントホール、会議室、事務室等 

    事業内容：国際会議等の開催の場を提供することにより、国際化の推進及び

市民文化の向上を図る。 

（２）指定期間 

    平成３１年４月１日～平成３６年３月３１日 

（３）指定管理者候補の概要 

    名 称：公益財団法人 北九州観光コンベンション協会 

    所在地：北九州市小倉北区浅野三丁目８番１号 

    主な業務内容： 

・内外の工業製品等の展示会、見本市等の開催、誘致及び支援 

・各種会議、大会等コンベンションの誘致及び支援 

・観光客の誘致及び滞在化促進 

・各種展示会、コンベンション及び観光等に関する広報及び宣伝 

・各種コンベンション及び観光の事業の用に供する施設の管理・運営等 
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２ 指定の経緯 

平成３０年 ８月 ３日 第１回指定管理者検討会の開催（条件付き公募方式

採用の妥当性検証） 

平成３０年 ９月 ３日 申請受付開始 

平成３０年 ９月２８日 申請締め切り 

平成３０年１０月１２日 第２回指定管理者検討会の開催（提案書等審査） 

平成３０年１１月    指定管理者候補を決定

３ 選定方法 

指定管理者の選定に当たっては、学識経験者や専門家等による指定管理者検討

会を開催し、条件付き公募方式採用の妥当性及び申請者から提案された事業計画

書等について検討を行いました。市は、検討会の検討結果を参考に条件付き公募

方式の採用を妥当と判断し、指定管理者候補を決定しました。 

４ 検討会構成員 

・［業界関係者］大谷 友男（公益財団法人九州経済調査協会 調査研究部 次長） 

・［市   民］大原 佐栄子（株式会社サンマーク 北九州支社長） 

・［財務専門家］齊藤 久美（株式会社ＳＡＫＵ 代表取締役） 

・［学識経験者］南 博（公立大学法人北九州市立大学 地域戦略研究所 教授） 

  ※五十音順 

５ 条件付き公募方式採用について 

（１）条件付き公募とする理由 

管理運営を任せる事業者が特定される施設であるかという視点（①施設の設置

経緯や高度な公益性、業務内容等から、特定の団体と密接に関連している施設）

で検討した結果、公益財団法人北九州観光コンベンション協会の指定管理者の選

定に条件付き公募方式を導入することとしました。 

   資料１「条件付き公募とする理由」のとおり 

（２）条件付き公募方式採用の妥当性検証 

構成員 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

妥当性 有 有 有 有 

（３）検討会における主な意見 

 ・公益性の極めて高い取組みを地域の諸団体と連携して実施し、ＭＩＣＥ誘致

の成果を上げており、利用者からの高い満足度を得ていることからも、今後

も継続的な管理運営を行うことが望ましい。 

38



   ・施設利用者との人脈やこれまでの実績など、一朝一夕には構築できるもので

はなく、当該団体の財産や強みでもある。 

   ・国際会議開催の実績や３施設運営のスケールメリットなどからも、当該団体

が管理運営を行うことが妥当である。 

   ・これまでの実績や市の政策との親和性を考えると妥当ではあるが、前もって

行政が募集対象を限定することには慎重であるべきと考える。 

６ 選定基準 

選定基準（＝審査項目）及びポイント

１ 指定管理者としての適性

（１）施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針

① 応募団体が、市の当該分野における基本的な政策や計画、あるいは施設の設置目的や性格等
を十分に理解した上で、それらに適合した管理運営（指定管理業務）に対する理念や基本方針
を持っているか。

（２）安定的な人的基盤や財政基盤 

① 長期間安定的な管理運営（指定管理業務）を行っていくだけの人的基盤や財政基盤等を有し

ており、又は確保できる見込みがあるか。

（３）実績や経験など 

① 応募団体が同様、類似の業務の実績を有しており、成果を上げているか。

② 応募団体が施設の管理運営（指定管理業務）に関する専門的知識や資格、経験を十分に有し
ており、熱意や意欲を持っているか。

③ 複数の団体が共同して一つの応募団体となっている場合、それぞれの責任分担等が明確にな
っているか。

２ 管理運営計画の適確性

【有効性】 

 （１）施設の設置目的の達成に向けた取組み 

① 施設の管理運営（指定管理業務）に係る事業計画の内容が、施設の効用を最大限に発揮し、
施設の設置目的に沿った成果が得られるものであるか。

② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を高めるための実施
可能な提案があるか。

③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られる提案があるか。

④ 施設の設置目的に応じた営業・広報活動に関する効果的な提案があるか。

（２）利用者の満足度

① 利用者の満足が得られるよう十分に考えられているか。

② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる仕組みを構築しているか。

③ 利用者からの苦情に対する対策が十分に考えられているか。 

④ 利用者への情報提供が図られるよう十分に考えられているか。 

⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な提案がなされているか。 

【効率性】

（３）指定管理料及び収入

① 指定管理業務に係る費用（指定管理料）が最小限に抑えられているか。

② 収入が最大限確保される提案であるか。 

③ 完全利用料金制の場合、市に対して収益の一部を納付する提案があるか。 
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（４）収支計画の妥当性及び実現可能性

① 収支計画が妥当かつ、実現可能な提案であるか。

② 経費の配分は適切であるか。

③ 積算根拠は明確であるか。 

④ 再委託が適切な水準で行われているか。 

【適正性】

（５）管理運営体制など

 ① 施設の管理責任者、管理体制が明確に示されているか。 

 ② 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であるか。 

 ③ 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員が必要な資格、経験などを有しているか。 

 ④ 職員の資質・能力向上を図るよう考えられているか。 

⑤ 地域の住民や関係団体等との連携や協働による事業展開が図られるものであるか。 

（６）平等利用、安全対策、危機管理体制など

① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が十分に考えられているか。 

 ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮されているか。 

③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われるよう配慮されてい
るか。 

④ 日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の対応などが十分に考えられているか。 

 ⑤ 防犯、防災対策や非常災害時の危機管理体制などが十分考えられているか。 

７ 審査結果 

（１）適 否 

団体名 
選定基準（＝審査項目） 

及びポイント 

構成員 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

（公財） 

北九州観光

コンベンシ

ョン協会 

１ 指定管理者としての適性

(1) 施設の管理運営（指定管理業務）に対す

る理念、基本方針

適 適 適 適 (2) 安定的な人的基盤や財政基盤

(3) 実績や経験など

２ 管理運営計画の適確性 

 【有効性】 

(1) 施設の設置目的の達成に向けた取組み 
適 適 適 適 

(2) 利用者の満足度

【効率性】 

(3) 指定管理料及び収入
適 適 適 適 

(4) 収支計画の妥当性及び実現可能性

【適正性】

(5) 管理運営体制など
適 適 適 適 

(6) 平等利用、安全対策、危機管理体制など
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（２）検討会における主な意見 

・総合的によく練られた提案であり、着実な遂行が期待できる体制等も有して

おり、指定管理者として適格であると考える。 

・これまでの実績を踏まえ、管理運営体制及び計画は妥当と評価する。九州内 

 に新たに新設されるＭＩＣＥ施設があるなかで、現状に満足せず、更に魅力

あるコンベンション誘致に期待する。 

・長年の経験と近年の目標達成の高さから見ても適正は有りと考える。今後も

周辺地域との連携を強化して、経済効果が上がるよう期待する。 

・運営実績や利用者の評価の高さ、市の政策ともリンクした形で運営計画がさ

れており適正と考える。引き続き、利用者満足度の向上や利用促進に努めて

いただくことに期待する。なお、小倉駅周辺のにぎわいづくりに関して、観

光協会との合併による効果を活かして、来場者のニーズも拾いながら施設運

営を行っていただきたい。 

８ 選定結果 

市は、検討会の検討結果を参考に、公益財団法人北九州観光コンベンション協会

を指定管理者候補に選定しました。 

（１）選定された団体の主な提案内容 

別紙「提案概要」のとおり 

（２）市における主な選定理由 

・施設の管理運営理念や基本方針、それを実現するための取組みを明確に策定

している。 

・安定した財政基盤のもと、施設を適正に管理していくために必要な資格や経

験を有する、多様な人材を確保している。 

・これまでの管理運営実績において、利用件数、稼働率、コンベンション誘致

件数等一定の成果を上げており、利用者満足度も非常に高い評価を得ている。 

・稼働率の向上を目指すための料金設定や、施設の利便性向上に向けた取組み

など、収入増加に向けた提案がなされている。 

・観光部門との連携により、ＭＩＣＥ来場者が小倉駅周辺の商店街等へ足を運

ぶため、地域の関係者との連携を進める仕組みが期待できる。 

９ 提案額 

２５４，０００千円（平成３１年度）

２５４，０００千円（平成３２年度）

２５４，０００千円（平成３３年度）

２５４，０００千円（平成３４年度）

２５４，０００千円（平成３５年度）
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条件付き公募とする理由 

１ 北九州国際展示場・北九州国際会議場の設置目的 

北九州国際会議場は、平成２年に本市の長期構想である「北九州市ルネッサンス構

想」に基づき海にひろがるにぎわいの交流都市を目指し、小倉駅北側での国際会議や

イベントができるよう設置され、当時から西日本総合展示場と連動した開催を視野に

整備された。 

北九州国際展示場は、平成１０年に国の輸入促進地域計画に基づいて、輸入促進基

盤施設に位置付けられたアジアインポートマート（ＡＩＭ）を整備した際に、コンベ

ンション機能を持たせる複合施設として整備された。 

上記２施設に、公益財団法人北九州観光コンベンション協会の所有する西日本総合

展示場を含めた３施設は、小倉駅から徒歩圏内で移動できる近接した場所に立地して

おり、宿泊施設も含めた「小倉駅新幹線口国際コンベンションゾーン」を形成してい

る。利用者の利便性を高めることで更なる集客や交流人口の増加を図り小倉駅新幹線

口のにぎわいづくりの創出につながっており、現在も多くのイベントや国際会議など

のＭＩＣＥ開催の中心地となっている。 

２ 市の政策実現のための組織 

  公益財団法人北九州観光コンベンション協会は、昭和５１年の西日本総合展示場の

設置に合わせて設立された財団法人西日本産業貿易見本市協会と、北九州国際会議場

の設置に合わせて設立された財団法人北九州コンベンションビューロー、さらに公益

社団法人北九州市観光協会と統合し、現在に至っている。展示会や見本市などの主催

事業の開催や、国際会議をはじめとしたＭＩＣＥ開催支援を主な業務としている。 

  平成２９年度も、自主事業として年間９件の展示会や見本市を開催しており、環境

先端技術の紹介を目的とした見本市や介護ロボットを含めた福祉関係展示会など、市

の重要施策とマッチした事業を開催している。 

  また、これまで長年培ってきた経験やネットワークを活かして国際会議の開催支援

に取り組んでおり、地元の大学関係者や民間事業者との良好な関係を築くなど、ＭＩ

ＣＥ開催を通じて本市の地域経済の活性化やイノベーション、ビジネス機会の創出に

寄与するための中心的な組織として活動を続けている。 

３ 条件付き公募の実施について 

近年、各都市で新たなＭＩＣＥ施設の建設計画があるなど都市間競争が激しさを増

している。全国的にも小規模な施設である本市としては、より主催者のニーズにきめ

細やかに対応するため、大小の展示場や会議室等を複合的に提案することが求められ

資料１ 
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ており、今後も施設の一体的な管理運営とＭＩＣＥ誘致を推進するための体制を維持

していく必要がある。 

そのため本指定管理業務においては、市の政策目的を実現するため、通常の貸館業

務だけではなく、ＭＩＣＥ誘致や開催の支援をすることを求めている。 

当該業務は、専門的な知識に加え、全国の学協会や専門機関とのネットワークの構

築、コンベンション誘致のインセンティブとなるＭＩＣＥ開催助成金制度を運用する

ための高い公益性が求められており、新たに民間事業者に委ねることが困難である。 

  さらに、平成２７年度に国から選定された「グローバルＭＩＣＥ強化都市」事業を

通じ、コンベンション協会が中心となって海外の専門家から技術的支援を受け、世界

標準となっているＭＩＣＥ誘致の様々な取組みを見倣ってきた。その結果、新たなネ

ットワークやブランドイメージの構築、国内や海外の商談会への積極的な参加など、

今後もＭＩＣＥ誘致に繋がる取組みを継続して行っていく必要がある。 

  また、施設管理の面においても、維持管理における柔軟な対応や関係機関との協力

体制の構築、施設の稼働率向上への取組みや施設利用者へのフォロー体制など様々な

取組みを行っている。その結果、施設利用者のアンケート結果においても高い評価を

得ており、本市への来訪者の増加に寄与している。 

業務の特殊性からも、ワンストップで施設の予約から開催支援までを行うことがで

きる団体であり、新たな団体や別々の団体が管理することは非効率である。 

４ まとめ 

  施設の設置目的や当該団体の設置経緯及び業務内容などを勘案しても、条件付き公

募方式採用の基準に該当する特定の施設であると考えられる。 

また、昨年のＪＮＴＯ（日本政府観光局）が発表する国際会議開催統計において、

本市は全国１０位となり、直近５年間を見ても毎年着実に件数・順位を伸ばしている

状況である。これまでの様々な取組みが奏功しており、北九州観光コンベンション協

会が指定管理者候補として条件付き公募方式を採用することが適当である。 
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小倉駅新幹線口コンベンション施設 指定管理者選定に関する提案概要 

審査項目 公益財団法人 北九州観光コンベンション協会 

１ 指定管理者

としての適性

について 

（１）施設の管理運営に対する理念、基本方針 

「地域ネットワークを活かしたグローバル志向のＭＩＣＥ推進に

より、都市ブランド力の向上に貢献する」ことを理念に掲げ、小倉

駅新幹線口コンベンション施設と、当協会が所有する西日本総合展

示場の一体的・有機的な管理運営を行い、観光事業との連携による

効果的な情報発信機能を強みとして、施設の設置目的の達成を目指

した取り組みを進める。 

（２）安定期的な人的基盤や財政基盤 

昭和５２年西日本総合展示場のオープン以来、管理運営ノウハウ

を継承し、様々な資格を有する職員や民間派遣職員など多彩な人材

で構成されている。 

社会的信用と公益性を持つ公益財団法人として、自主財源の確保

と持続可能な財政基盤の確立に努めており、近年の正味財産は毎年

黒字で推移するなど、高い財務的安全性と健全性を堅持している。 

２

管
理
運
営
計
画
の
適
確
性

【有効性】

に関する 

取組み 

（１）施設の設置目的達成に向けた取組み 

施設運用にかかる要求水準を確保しながら、利用件数や稼働率、

来場者数などの目標を達成するため、以下のとおりＭＩＣＥの推進

等に積極的に取り組む。 

・会議室予約の利便性向上、会議室の利用促進 

・国内外の学会・大会主催者への誘致活動、関係団体との連携し

た誘致活動 

・観光事業との連携によるアフターコンベンション等の充実によ

るＭＩＣＥ開催地としての魅力向上 

・産業振興型自主事業の強化・継続開催や、新たな自主事業の開

発・誘致 

（２）利用者の満足度 

利用者満足度の向上を図るため、利用者へのアンケートをはじめ

として幅広く利用者の声を収集し、施設の管理運営に反映する。特

に、苦情に対してはマニュアルを整備し、適切に対応するとともに、

情報の共有により未然に対策を講じている。 

また、利用者のニーズを的確に把握し、施設や設備などハード面

の要望に、サービスの質の向上などソフト面の充実を図ることによ

り、多様な利用者のニーズに合致したサービスを提供する。 
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【効率性】

に関する 

取組み 

（１）指定管理料及び収入の見込み 

これまでに引き続きコスト削減に取り組みながら、施設や設備の

対応や機能の拡充など、指定管理料等の資金を活用し施設改修等を

行っていく。 

また、過去の実績等を基に今後の見通しを算定するとともに、利

用料金設定を工夫するなど施設の稼働率向上を図り、収入の増加に

も取り組む。

（２）収支計画の妥当性及び実現可能性 

支出においては、これまで実施してきた経費節減を継続し、保守

点検やサービスを低下させることなく、業務や事業の再編、入札・
契約方式の見直し等による主要経費の節減を図る。節減した資金を

基に、光熱水費の原価上昇分を吸収し、施設の改修や機能の改善、

ＭＩＣＥ誘致活動の強化を図る。 
収入においては、利用料金収入は過去の実績と今後の利用予約の

見通し、利用促進策等を勘案のうえ積算し、指定管理料の大幅な低

減を図り、要項に定められた範囲内で、利用料金等収入と管理運営
費支出のバランスを維持し、安定した施設の管理運営を実現する。 

≪提案額≫ 

平成３１年度 ２５４，０００千円 

平成３２年度 ２５４，０００千円 

平成３３年度 ２５４，０００千円 

平成３４年度 ２５４，０００千円 

平成３５年度 ２５４，０００千円 

【適正性】

に関する 

取組み 

（１）管理運営体制など 

３施設一体の管理運営体制を「施設別」ではなく「機能別」に体

系化し、効率的・効果的な施設の管理運営にあたる。 

また、現在全国や海外にも連携体制を構築しており、きめ細かな

情報収集や広報活動による誘致活動を展開するとともに、今後もよ

り地元関係者との連携を図り、利用者や来場者が小倉駅周辺や市内

全域へ足を運ぶ環境づくり等にも取り組む。 

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

協会で規定する「個人情報保護規程」や「情報公開要領」に基づき

適正に管理するとともに、「コンプライアンス・プログラム」を策定

し、職員への研修を通じて職員に周知徹底する。 

 また、公の施設であることを十分認識し、公正・公平な取り扱いを

遵守するとともに、暴力団の排除等市民が安心して利用できる環境づ

くりに取り組む。 

加えて、設備の予防保全に基づいた事故防止に努め、良好な利用

環境を提供する。また、危機管理体制も緊急連絡網やマニュアル等

を整備しており、万全の体制で緊急時に備えている。 
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小倉駅新幹線口コンベンション施設 指定管理者検討会 会議録

１ 開催日時  平成３０年 ８月 ３日（金）10：00～12：00 
平成３０年１０月１２日（金）10：00～12：00 

２ 場  所  北九州市産業経済局観光にぎわい部内特別会議室

３ 出 席 者 （検討会構成員）大谷構成員、大原構成員、齊藤構成員、南構成員

       （事務局）   産業経済局観光にぎわい部長、ＭＩＣＥ推進課長、

ＭＩＣＥ戦略担当係長、係員

４ 会議内容

 第１回

〇当日の配布資料・議事次第等について、事務局より説明。

〇検討会の位置づけ及び検討会の進め方等について、事務局より説明。

〇構成員の互選により、座長を選出

〇条件付き公募方式採用の理由等について事務局より説明。質疑応答。

（構成員）平成２７年に国から選定されたグローバルＭＩＣＥ強化都市事業について教

えてほしい。

（事務局）平成２５年度にグローバルＭＩＣＥ都市事業の公募があり、東京や横浜など

の７都市が選定され、海外のＭＩＣＥ先進都市から専門家を派遣してもらい

コンベンション誘致に係る事例紹介や実務研修を受けた。平成２７年度に第

二弾として国がグローバルＭＩＣＥ強化都市事業の公募があり、本市も応募

し選定された。

（構成員）どのような成果があったのか。

（事務局）主催者がＭＩＣＥを開催する際に開催地に何を求めているのか考え、都市と

してのプロモーション方法やブランドイメージを確立することから始めた。

具体的には、本市を端的に表現するロゴマークやタグラインを作成し、プロ

モーション映像の作成を行った。加えて、主催者がパンフレットに欲しい情

報を体系的に整理し、冊子も再構成する等、より誘致に繋がるようなアドバ

イスを受けた。

（構成員）２年間の強化事業の直接的な支援、海外都市の取組みのレクチャーなどはコ

ンベンション協会が受けて修得したということか。

（事務局）実務を担当するコンベンション協会が中心となって議論をしたが、市も一緒

にレクチャーを受け情報を共有している。

（構成員）コンベンション支援業務については、国際会議場や展示場で開催するものも

対象となるのか。

（事務局）今回の指定管理業務は、施設管理に併せてコンベンション支援をすることに

している。支援の対象は、会議場や展示場のみではなく、市内全域、大学や
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ホテル等で行われるものも含まれている。

（構成員）コンベンション協会は色々な分野で活動しているが、組織や財務の健全性や

ガバナンスについて機能しているのか。

（事務局）公益財団法人ということで３会計に分かれているが、合計すると毎年黒字を

達成している。主な要因としては、指定管理業務を受けることによる市から

の収入もあるが、利用料金制度を採用しているので、自ら稼がないとマイナ

スとなってしまう制度である。その中で、近年は稼働率も良く、収入も上が

っているということは、外因もあるが、団体として努力している結果だと考

えている。

代表者は商工会議所会頭で市内企業の動向を知るうえで適任で、専務理事職

は市ＯＢが務めており、意思決定や市と歩調を合わせた取組みを行っている。

（構成員）北九州市のＭＩＣＥの取組みについて、他都市と比べてどのように感じるか。

（構成員）主催者側への対応はしっかりしているという印象。実際評判としてもよく聞

く。その辺りも実績となって表れていると理解している。アクセスの面から

も福岡は人気があると思うが、市としてのブランディングとして、ものづく

りや環境といった色がハッキリしていて、市としての戦略に沿うような取組

みは評価できる。

 （事務局）学会にも多くの種類があって、やはり工学系や医学系を中心に関連のある学

会を開催していただくよう誘致活動を行っており、主催者としても本市で開

催して良かったと思ってもらえるよう、都市の魅力を磨いていきたい。

 （構成員）条件付き公募をするにあたり、例えば民間企業からの応募がある可能性はあ

るのか、また民間企業がすることによる弊害などはあるのか。

 （事務局）全国の都市の中には、民間企業をコンベンションビューローとしているとこ

ろもある。しかし、本市の特性として西日本総合展示場本館はコンベンショ

ン協会が所有しており、指定管理をする２施設と併せて３施設で一体管理を

することで、国際会議や展示会をしている事例もある。本市には大きな箱は

ないが、複合的な利用をすることによって、他都市との競争ができることが

ある。また、維持管理コストの面からも個別に管理するよりも一体管理する

ことのメリットが大きいと考えている。

（構成員）民間企業と競合させることや管理者が別々であることによる機会損失がある

ということも、もっと強調させることも必要である。

〇構成員は質疑応答を受けて各自条件付き公募方式採用の妥当性の有無を記入し発表。

その後、構成員全員で意見交換。

（構成員）これまでの実績や市の政策との親和性を考えると妥当であると考える。しか

し、募集対象を限定することは慎重であるべきと考え、一体運営がもたらす

北九州市のＭＩＣＥ誘致拡大の効果や個別運営により懸念される不利益を明

確化する必要がある。

（構成員）国際会議開催件数トップ１０入りなどの実績や、３館一体管理によるスケー

47



ルメリットを考えて妥当であると考える。北九州市ならではのターゲットを

絞った学会の誘致等、市の取り組みと合っている。

（構成員）これまでの実績や、施設利用者との人脈は一朝一夕には構築できない財産で

あり強みである。今後もさらなる競争力を発揮してもらい、周辺施設やスタ

ジアムなど新幹線口の集客アップも期待したい。

（構成員）対象施設をこれまで管理運営を行っている団体は、継続的に公益性の高い取

組みを、諸団体と連携してＭＩＣＥ誘致の成果を上げるとともに、利用者か

らの高い満足度も実現していると考えられる。ＭＩＣＥ誘致は北九州市の最

重要課題の一つであり、その中核となる当該施設についても継続的な管理運

営が望ましいと考えている。

全構成員、条件付き公募方式採用の妥当性は「有」という意見を受け、検討会を終了。

第２回 

〇指定管理者候補の選定基準、適否選択の注意事項について、事務局より説明

〇申請団体より提案内容のプレゼンテーション

〇質疑応答

（構 成 員）平成２９年度に北九州市観光協会と合併したことで、ＭＩＣＥ来場者が小

倉駅新幹線口の３施設だけにとどまらず、市内各地に経済的な効果を生み

出すことを期待するが、具体的な取組みを考えているのか。

（申請団体）来場者が商店街等へ足を運ぶための環境づくりに向けた地域の連携の提案

の部分で、ＭＩＣＥ来場者が小倉城口の商店街等に足を運んでもらうため、

商店街や小倉中央商業連合会と連携し、ＭＩＣＥ情報を提供する。また、

観光事業部（旧北九州市観光協会）が管理する観光案内所においても、ウ

ェルカムボード等の設置により、おもてなしの雰囲気づくりを小倉駅周辺

で行うことを検討している。一方、展示場及び会議場でも、観光資源や商

店街の活動を発信するとともに、本協会が事務局を務める小倉駅新幹線口

地区振興連絡会等も活用し、新たな人の流れを作る取組みを考えている。

（構 成 員）安全対策事故発生時の対応について、提案内容は理解できるが、待機列の

問題等事故の未然防止として、これまでよりさらに力を入れていきたい、

こういう工夫をしたいという提案や考えがあれば教えてほしい。

（申請団体）イベントにおける待機列については、先日のＴＧＣの際は、台風等の悪天

候が予想され、待機場所として来場者の安全確保のため展示場に隣接する

西日本総合展示場本館を無料開放した。その他、炎天下や雨天時の場合は、

主催者に対して無料でテントの貸し出しを行っている。施設全体の資源を

使い、お客様の安全に配慮した環境づくりに努めていきたい。

また、施設内で来場者が迷うという問題が多い。誘導のためにデジタルサ

イネージを設置し情報提供しているが、今後より一層、利用者が安全に目

的地に着くよう対応していく。
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（構 成 員）利用者満足度や口コミ評価が高いのは承知しているが、ＳＮＳで発信され

た情報や来場者の声を拾い上げて、主催者へフィードバックするような仕

組みをつくることで、また、評価の向上につなげていくことができるので

はないかと思う。

 （申請団体）全体のなかで共有化しながら少しずつでも改善していく方向で取り組んで

おり、ブラッシュアップしていきたい。

 （構 成 員）受動喫煙対策について、国際会議の誘致や子どもを対象としたイベントで

特に重要になると思うが、国際的には受動喫煙に対する見方は、我が国に

比べ格段に厳しいという認識だが、提案や考えがあれば教えてほしい。

 （申請団体）基本的に敷地内完全禁煙は難しいので、国際会議場であれば、受動喫煙に

ならないよう、海側に面した一番奥に喫煙場所を設けている。全面的に禁

止すると、違法的な喫煙が増えるので一箇所だけで喫煙するよう、主催者

に厳しく指導している。展示場も同様に喫煙場所を完全に分離している。

厳格な場所の指定と周知を徹底している。なお、電子タバコに関しては、

今後対応していく。

 （構 成 員）国際会議については大規模な会議や学会の誘致に力を入れており、特に工

学系や医学系を中心に営業している印象がある。国際会議の中でも、人文

系・社会科学系等の比較的小規模な学会等にも誘致に取り組むのか。

 （申請団体）小規模の国際会議であっても、誘致件数を重ねることで国際会議都市とし

てのイメージアップにもつながり、プレゼンスも上げるものだと認識して

いる。主催者である先生方のモチベーションを上げることが本協会の務め

であると考えている。大小に関わらず、会議等の開催支援を今後も継続し

て取り組んでいきたい。

また、地域の企業や団体と一緒になってイベントを作りあげていくことは

大変重要であると考えている。

 （構 成 員）台風等でイベントが開催できない場合の対応はどのようにしているのか。

 （申請団体）基本的には不可抗力で中止等の場合は、いろいろな事情を勘案して、料金

はとらない。主催者都合の場合は、料金をとるという基準で対応している。

キャンセルが発生した場合は、そこから営業を始めて埋める場合もあるが、

欠損になることもある。

〇構成員全員で意見交換

（構成員）小倉城口との連携について、北九州観光コンベンション協会だけでは解決で

きない部分もあるので、市の支援も必要であると考える。

（構成員）コンベンション施設が駅に近いため、用事が済んだらそのまま帰ってしまう

ので、そこが逆にデメリットであると感じる。

（事務局）ＴＧＣ終了後に、小倉城口へ向かう人もいたので、人の流れはないわけでは

ない。小倉城口との連携強化を進めるにあたって、今年度初めて食のイベン

トをペデストリアンデッキで開催する予定であったが、台風で中止となった。
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市としてもにぎわいにつながるよう支援していく。

（構成員）小倉駅から旦過市場へ導線を繋ぐことで、途中にある商店街や飲食店が目に

入るようになる。旦過市場は観光資源として小倉が誇れるエリアだと思うの

で、うまく表現できたらいい。

（事務局）学会の終了が通常１８時頃で、旦過市場は夕方までに閉店する店舗が多い。

小倉城口の商店街等に足が向くようきっかけは作っているが、その先の受け

入れが難しいのが現状である。イベント情報等を提供することで、営業時間

を延長するなど受け入れの態勢を作ってもらうよう期待している。現在の指

定管理者である北九州観光コンベンション協会は、飲食情報を載せたマップ

を作って来場者に配布している。市としても、来場者が小倉城口へと足を運

ぶよう取組んでまいりたい。

（構成員）今まで、ユニークベニューではどのような取組みをしていたのか。

（事務局）二年前に小倉城の５階展望室で一度行ったことはあるが、エレベーターがな

かったため、人の移動や飲料等の運搬が困難であった。来年エレベーターが

設置されることから、是非、学会等で小倉城を利用してもらいたい。その他、

いのちのたび博物館や三井倶楽部でも実績がある。また、来秋、関門海峡ミ

ュージアムもリニューアルオープンするので是非利用してもらいたい。

 （構成員）ＭＩＣＥにおいて関門連携をすることは可能か。

 （事務局）ＭＩＣＥは都市間競争であるが、関門という地域は全国的にも有名である。

そのため、来場者にはアフターコンベンションとして下関も案内しており、

関門連携は重要であると考えている。ただし、会議場所を分散して使用する

ことは主催者側から見ても難しいのではないか。

 （構成員）近年、北九州観光コンベンション協会の自己資本比率は非常に高く、民間で

は考えられない。

 （事務局）観光事業部を除き、市から北九州観光コンベンション協会に補助金等は支出

していない。指定管理をして、それ以外は自分たちの運営努力で利益を上げ

ている。健全な状態であると考えている。

〇意見交換を行った後、各構成員の審査結果を取りまとめ、検討会を終了した。

 （構成員）全項目について『適』と評価。総合的に十分よく練られた提案であり、着実

      な遂行が期待できる体制等も有しており、指定管理者として適格である。

 （構成員）全項目について『適』と評価。これまでの実績を踏まえ、管理運営体制及び

計画は妥当と評価する。九州内に新たに新設されるＭＩＣＥ施設があるなか

で、現状に満足せず、更に魅力あるコンベンション誘致に期待する。

 （構成員）全項目について『適』と評価。長年の経験と近年の目標達成の高さから見て  

      も適正は有りと考える。今後も周辺地域との連携を強化して、経済効果が上

      がるよう期待する。

 （構成員）全項目について『適』と評価。運営実績、利用者の評価の高さ、市の政策と
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      もリンクした形で運営計画がされており適正と考える。引き続き、利用者満

足度の向上や利用促進に努めていただくことに期待する。なお、小倉駅周辺

のにぎわいづくりに関して、観光協会との合併による効果を活かして、来場   

者のニーズも拾いながら施設運営を行っていただきたい。
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